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は  じ  め  に 

 

 この財政のあらましは、県財政の状況をお伝えすることによって、県財政の実情と県の

諸施策について県民の皆様にご理解をいただき、県政の推進についてご協力をお願いする

ため、毎年２回定期に公表を行っているものである。 

 今回は、令和５年度当初予算の概要、令和４年度下半期の財政運営の状況及び県有財産

等の状況並びに県の経営する公営企業の業務状況など県財政の現況と動向について説明

する。 
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第１ 令和５年度当初予算の概要 
 

１ 予算編成の基本的な考え方 

 

(1) 本県を取り巻く財政環境 

本県の経済動向については、個人消費は新型コロナウイルス感染症の再拡大の影響

はあるものの全体として回復の動きが続いており、輸出は増加し、生産も供給制約の

影響等を受けつつも緩やかに増加しています。 

本県の令和３年度決算においても、企業業績の回復に伴う県税収入の増等により黒

字を確保し、令和４年度も現在のところ、県税収入は当初予算を確保できる見込みで

ある。 

しかし、今後の新型コロナウイルス感染症の感染動向、社会保障関係費の増加や震

災関連県債の償還が続く中、足元ではウクライナ情勢、円安や原油価格・物価高騰な

どの経済環境は不透明感が増している。 

また、県政改革方針に基づく見直しを反映してもなお、令和10年度までに総額140

億円の収支不足が生じる見込みであるとともに、実質公債費比率も令和７年度に地方

債協議制度の同意基準となる18％を超え、その後も上昇する見込みであり、本県の財

政環境は厳しい状況が続く。このため、引き続き、県政改革を着実に実行し、持続可

能な行財政基盤を構築する必要がある。 

一方で、厳しい財政環境にあっても、兵庫の発展・成長のため、これまでまいてき

た種を育て、先のステージに踏み出していかなければならない。選択と集中の徹底に

より、限られた財源を効果的・効率的に活用するとともに、新たな財源の確保や新た

な事業実施手法も積極的に活用し、人・モノ・投資・情報の兵庫への流れを加速させ、

躍動する兵庫の実現に向けた施策を展開していく必要がある。 

 

(2) 令和５年度の予算編成方針 

ア 県政改革方針に基づき、県政改革を推進するための取組を進める。 

 

［県政改革方針の基本方針］ 

① 躍動する兵庫の実現 

ア オープンな県政の推進 

イ 「誰も取り残さない」県政の推進 

ウ 県民ボトムアップ型県政の推進 

② 持続可能な行財政基盤の確立 

③ イノベーション型行財政運営の実現 

ア 「ビルド」を重視した行財政運営 

イ 成果を重視した施策立案手法の導入 

ウ 透明性向上のための外部評価の積極的活用 

 

イ 財政フレームで示す財政運営の目標を堅持し、適切な対応を行う。 

ウ 各部等は、県政改革方針に基づく行政施策（事務事業）の「見直しの視点」を踏

まえ、毎年度の重点政策枠の設定と一般事業枠への組換など、部長等のマネジメン

トにより一層の事業のスクラップ・アンド・ビルドを徹底し、躍動する兵庫の実現



別紙 

 

7 

 

の具体化・加速化をさせる施策に重点的に取り組む。また、今年度より新たに導入

した「ひょうご事業改善レビュー2022」の外部委員会の意見等を踏まえ、効果的な

施策展開のためのブラッシュアップなど、事業の改善を図る。 

 

［県政改革方針の行政施策（事務事業）見直しの視点］ 

① 時代の変化、国の制度改正、地方財政措置、他の地方公共団体の実施水準、事業実

績等を踏まえた事業内容の見直し制度や施策、事業内容について見直し、新たな課題

等に的確に対応 

② 市町への権限委譲や地方財政措置の状況、県補助の先導性の低下等を踏まえた県と

市町の役割の明確化 

③ 民間活動分野の拡大等を踏まえた民間等との役割の明確化 

④ 受益者負担の適正化等給付と負担の適正化 

⑤ オンライン・ペーパレス化の徹底など、ICTを活用した行政のデジタル化の推進 

⑥ 事務事業評価の活用による事業コストや成果の検証、民間活力の活用等を通じた効

率的な事業の推進 

⑦ 国庫補助金等特定財源や自主財源の確保 

 

［ひょうご事業改善レビュー2022外部委員会意見］ 

① 年齢層・地域等ターゲットを絞ることで広報・ＰＲの効果・効率性を高めるべき 

② 民間との協働や民間との活躍が促進されるような事業設計をすべき 

③ ICTの効果的な活用などユーザーとなる事業者や民間の視点を持つべき 

④ ＰＤＣＡサイクルを意識した事業構築を行うべき 

⑤ 事業の成果に関するエビデンス（データなど）を取得すべき 

⑥ 各事業の趣旨に沿った適切な目標や評価指標を設定すべき 

 

エ 新経済・財政再生計画に基づく歳出改革、社会保障と税の一体改革、地方創生対策

など、国の政策や地方財政対策について十分注視し、県予算へ適切に反映する。 

オ 災害対策などの緊急的な対策を除き通年予算を編成する。 

 

（予算要求基準） 

ア 一般事業枠 

  ① 施設維持費：令和４年度当初予算充当一般財源額の100％の範囲内 

  ② 経常的経費：令和４年度当初予算充当一般財源額の 85％の範囲内 

  ③ 政策的経費：令和４年度当初予算充当一般財源額の 85％の範囲内 

  ④ 指定経費：令和４年度当初予算充当一般財源額の100％の範囲内 

なお、削減額を新県政推進枠の財源として活用 

 

イ 重点政策枠 

  ① 新県政推進枠 

・対象事業：ポストコロナ時代に相応しい産業構造への転換、安全安心社会の先導、

未来を創る人づくり、個性を磨く地域づくりなど、躍動する兵庫の実現に資する

新規・拡充事業 

・配分額：10億円 

うちマネジメント強化分 

12 部体制における各部長の新しい価値観や柔軟な発想など、自らの創意工夫の
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もとマネジメント力の発揮により、全県的な視点で課題解決に取り組む事業 

② 大阪・関西万博開催に向けた取組推進枠 

・対象事業：テーマウィークの設定による魅力発信や機運醸成、「子どもの夢」プ

ロジェクト、フィールドパビリオンの展開など、大阪・関西万博開催に向けて取

り組む新規・拡充事業 

・配分額：２億円 

③ 兵庫サステナブル事業枠 

・対象事業：企業版ふるさと寄附金を活用し、カーボンニュートラルシティの実現、

中小企業を中心とした県内企業の脱炭素化支援など、社会的課題の解決と持続可

能な社会づくりの両立を加速させるために取り組む新規事業 

④ 行革見直し効果枠 

県政改革方針における事務事業見直しの歳出削減効果額(一般財源ベース)を全

額配分 

 

ウ 個別事業枠 

① 義務的経費 

県政改革方針を踏まえた所要額とするが、直近の決算額や事業実績等を踏まえ、

所要額を厳密に精査。 

（対象経費）人件費、公債費、税交付金・還付金、債務負担行為設定事業、法令等に

基づく経費 

② その他指定事業、特別会計等への繰出金 

所要額を厳密に精査するとともに、このうち事務的経費について、一般事業枠の

実質的な削減率と同率の削減を実施。 

③ 超過課税活用事業 

超過課税収入の範囲内で事業実施することを基本とし、これまでの活用実績や今

後の活用方針、超過課税の主旨等を踏まえ、事業量及び事業内容を見直し。 

④ ふるさとひょうご寄附金・企業版ふるさと納税の積極的な活用 

寄附金収入の範囲内での事業実施とし、プロジェクトの立案にあたっては、収入

確保につながる取組となるよう、積極的に検討。 

 

エ 投資事業枠 

① 普通建設事業費 

補助事業・単独事業について、県政改革方針で定める地方財政計画の水準を基本 

とした事業費。 

厳しい財政状況を踏まえ、補助事業は計画的な事業推進に必要な国庫支出金を積 

極的に確保し、単独事業は事業の必要性や事業効果を十分に検証し、事業量及び事

業内容について、適切に見直し。 

また、県政改革方針に基づき、県民目線に立った適切な事業水準を確保するため、

本県実負担が増加しない範囲で、予算協議のうえ補助事業・単独事業間を振替。 

② 災害復旧事業 所要額 

 

オ 被災地支援事業費 所要額 

 

カ 県民局・県民センター事業 

① 地域躍動推進費 
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・対象事業：県民局・県民センターがマネジメント力を発揮し、地域の実情に応じ

た施策を機動的・積極的に展開する新規・拡充事業等。なお、事業実

施にあたっては、国の地方創生推進交付金を積極的に活用するととも

に、市町・民間との役割分担等を十分に考慮。 

 

(3) 令和５年度当初予算の特徴 

  ア 予算規模 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【一般会計の主な増減理由】 

・税収増に伴う税交付金の増や社会保障関係費の増等がある一方、新型コロナウイルス

感染症対応地方創生臨時交付金事業の減や中小企業制度資金貸付金の減、退職手当の

減等により、前年度を236億円下回る 

 

（参考）当初予算の推移 
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(4) 歳入（一般会計）の特徴 

ア 県税等 9,037億円（対前年度比：＋3.5％） 

   堅調な企業業績に伴う法人関係税・特別法人事業譲与税の増や、輸入額の増加に伴

う地方消費税の増等による増 

イ 地方交付税等 3,693億円（対前年度比：△4.5％） 

   社会保障関係費の増等により基準財政需要額が増となる一方、法人関係税の増等に

よる基準財政収入額の増により、交付基準額が減少したことによる減 

ウ 国庫支出金 2,414億円（対前年度比：△5.4％） 

   感染拡大時の無料検査の終了等に伴う新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨

時交付金の減、福祉介護職員等の処遇改善のために必要となった国交付金の減 

エ 県債 1,057億円（対前年度比：△0.1％） 

   事業進捗(兵庫津ミュージアムの完成等)による減 

オ その他 7,396億円（対前年度比：△2.9％） 

   中小企業制度資金貸付金償還金の減等 

 

（参考）歳入予算の内訳                   （単位：百万円、％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(5) 歳出（一般会計）の特徴 

ア 人件費 4,332億円（対前年度比：△4.2％） 

   令和５年度から始まる定年引上げに伴う退職見込者数の減による退職手当の減 

イ 行政経費 12,320億円（対前年度比：△1.5％） 

   社会保障関係費の自然増や大阪・関西万博開催に向けた取組強化等による増の一方

で、感染拡大時の無料検査の終了等による新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨

時交付金事業や新型コロナ対策資金の償還進捗等による中小企業制度資金貸付金の

減 

ウ 投資的経費 1,831億円（対前年度比：＋1.1％） 

   投資補助事業(阪神南特別支援学校狭隘化対策等)の増 

エ 公債費 2,664億円（対前年度比：△0.7％） 

   北神急行電鉄経営対策資金貸付のために発行した地方債の償還が令和４年度で 

  終了したこと等による減 
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オ その他 2,450億円（対前年度比：＋6.4％） 

   地方消費税等の税収増に伴う税交付金の増 

 

（参考）歳出予算の内訳（性質別）              （単位：百万円、％） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（参考）歳出予算の内訳（目的別）              （単位：百万円、％） 
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（参考）特別会計の概要                     （単位：百万円） 
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（参考）公営企業会計の概要                   （単位：百万円） 
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２ 令和５年度当初予算の概要 

 

(1) 歳入 

 ア 県税等                9,037億円（対前年度比：＋ 3.5％） 

(ｱ) 個人関係税             2,288億円（対前年度比：＋ 2.7％） 

給与等の所得増に伴い増加   

(ｲ) 法人関係税             1,744億円（対前年度比：＋ 3.2％） 

堅調な企業業績に伴い増加 

(ｳ) 特別法人事業譲渡税          955億円（対前年度比：＋ 0.8％） 

(ｴ) 地方消費税             2,744億円（対前年度比：＋ 7.8％） 

輸入額の増加に伴う貨物割の増により増加 

(ｵ) 自動車関係税            1,041億円（対前年度比：△ 2.6％） 

(ｶ) その他                264億円（対前年度比：＋ 3.5％） 

 

○ 県税収入の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 イ 地方交付税等              3,693億円（対前年度比：△  4.5％） 

(ｱ) 普通交付税（臨時財政対策債含む）   3,652億円（対前年度比：△  4.4％） 

     社会保障関係費の増等により基準財政需要額が増となる一方、法人関係税の増

等による基準財政収入額の増により、交付基準額が減少したことにより減 

○ 地方交付税等の内訳 
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 ウ 国庫支出金               2,414億円（対前年度比：△  5.4％） 

(ｱ) 新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金 

23億円（対前年度比：△ 83.8％） 

     感染拡大時の無料検査の終了等に伴う減 

  (ｲ) 社会的養護従事者処遇改善事業補助金    0億円（対前年度比：皆減） 

福祉介護職員等の処遇改善のために必要となった国交付金の減 

 

 エ 県債（臨財債除く） 

  (ｱ) 通常分（通常債、緊急防災・減災事業債、公共施設等適正管理事業債 等） 

1,057億円（対前年度比：△  0.1％） 

     事業進捗（兵庫津ミュージアムの完成等）による減 

  (ｲ) 臨時･特別分（防災･減災･国土強靭化対策事業債、緊急自然災害防止対策事業債） 

56億円（対前年度比：△  0.8％） 

(ｳ) その他（調整債）            79億円（対前年度比：△  2.6％） 

 

○ 県債発行額の推移 
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オ 使用料・手数料 

 (ｱ) 使用料・手数料の新設 
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  (ｲ) 既存の使用料・手数料の見直し等 
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(2) 歳出 

 ア 人件費                 4,332億円（対前年度比：△  4.2％） 

令和５年度から始まる定年引上げに伴う退職見込者数の減による退職手当の減 

 ○ 人件費の内訳 

 

 

 

 

 

 

イ 公債費                 2,664億円（対前年度比：△  0.7％） 

北神急行電鉄経営対策資金貸付のために発行した地方債の償還が令和４年度で終了

したこと等による減 

 ○ 公債費の内訳 

 

 

 

 

 

 ウ 行政経費                12,320億円（対前年度比：△  1.5％） 

  (ｱ) 社会保障関係費            3,665億円（対前年度比：＋  1.5％） 

後期高齢者医療費県費負担金等の増 

(ｲ) 中小企業制度資金貸付金        6,112億円（対前年度比：△  2.1％） 

新型コロナウイルス対策資金の償還進捗等に伴う減 

(ｳ) 新型コロナウイルス感染症緊急包括支援交付金事業 

25億円（対前年度比：△ 82.7％） 

感染拡大時の無料検査の終了等に伴う減 

 ○ 行政経費の内訳 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 エ 投資的経費                1,831億円（対前年度比：＋  1.1％） 

  (ｱ) 普通建設事業費            1,731億円（対前年度比：＋  1.3％） 

    阪神南特別支援学校の狭隘化対策実施等に伴う増 

  (ｲ) 災害復旧事業費              100億円（対前年度比：△  2.2％） 
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 ○ 投資的経費の内訳 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オ その他の経費                2,450億円（対前年度比：＋  6.4％） 

(ｱ) 税交付金・還付金              1,893億円（対前年度比：＋  5.5％） 

地方消費税等の税収等に伴う税交付金の増等 

(ｲ) 基金積立金                   155億円（対前年度比：＋  134％） 

定年引上げに伴う退職手当基金積立金の増等 

(ｳ) 操出金                     401億円（対前年度比：＋  9.2％） 

 ○ その他の経費の内訳 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 県債残高・基金残高 

 ア 県債残高全体           48,943億円（対前年度増減額：△733億円） 

（参考１）実質的な県債残高※           30,179億円（対前年度増減額：△267億円） 

     ※臨財債及び減収補填債（交付税措置分）除き 

（参考２）Ｒ５震災関連県債残高（普通会計ベース）  1,818億円 
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○ 県債残高の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 基金残高     6,973億円（対前年度増減額：＋66億円） 

県債管理基金について、Ｒ４普通交付税算定に伴い生じた精算への対応のため、Ｒ４年

度に当該目的で積み立てた金額の一部を取り崩したこと等により減少。 

財政基金の積み増しは決算時に剰余金等が生じた場合に検討する。 

○ 基金残高の推移 
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３ 財政フレームについて 

 

財政フレームを策定し、県財政の中長期の見通しを示す。 

令和５年度においては、税収が改善する一方、経済成長率の低下や長期金利の上昇等が

見込まれることにより、令和10年度までに総額255億円の収支不足が生じる見込み。 

このため、更なる税収確保や自主財源の獲得、より効果的、効率的な事業展開など歳入

歳出両面における改善を図るとともに、地方財政制度の活用により、毎年度の収支均衡を

目指す。 

あわせて、繰上償還等による県債残高の縮減、県債管理基金への更なる積み戻し等によ

り財政運営指標の改善に取り組んでいく。 

 

(1) 財政運営目標 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区  分 令和10年度までの目標 最終目標 

収  支 収支均衡を目指す 収支均衡 

実質公債費比率 

(単年度・３か年平均) 

21％程度 

地方債協議制度同意基準(18％)と 

早期健全化基準(25％)の中間値(21.5％)未満 

早期健全化基準(25％)内を 

堅持しつつ､18％未満を目指す 

将来負担比率 

305％程度 

R3見込(319.7%)をH20～H30行革期間の 

縮減率(△2.1％/年)並で縮減(305.0％) 

早期健全化基準(400％)内を 

堅持しつつ､280％未満を目指す 

経常収支比率 100％未満を維持 100％未満を維持 
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（参考）試算の前提条件（令和５年度当初予算をもとに以下の前提で試算） 

区 分 試 算 方 法 

経済成長率 

「中長期の経済財政に関する試算」（令和５年１月公表）におけるベースラインケ

ースの名目経済成長率 
 

区  分 R6 R7 R8 R9 R10 

名目経済成長率 1.1％ 1.2％ 1.0％ 0.9％ 0.6％ 
 

県 税 等 前年度見込額×経済成長率 

地方交付税等 

(1)基準財政収入額 

前年度見込額に毎年度の県税等の増収額の75％等を加算 

(2)基準財政需要額 

①個別・包括算定経費 

前年度見込額に給与（定期昇給等を除く）及び社会保障関係費の歳出増加額に見

合う伸び率を乗じて試算 

②事業費補正・公債費 

毎年度の算入見込額 

③その他 

地域社会再生事業費等は令和５年度当初予算と同額 

国庫支出金 
社会保障関係費（国制度分）や投資事業費（国庫補助事業）などの事業費に対応し

た見込額 

特 定 財 源 各種貸付金の償還金などの見込額 

県   債 今後の投資事業量に応じた発行見込額 

人 件 費 

(1)職員給等 

①定  員 

○一般行政部門の定員は、平成30年４月１日の職員数を基本とした令和５年４月１

日の職員数 

○法令等により配置基準が定められている定員は、当該基準に基づく配置定員（教

職員定数については、生徒数の減に伴う減を見込んでいる） 

②給 与 

○令和５年度当初予算時の単価に基づき、定期昇給及び新陳代謝を見込む 

○人事委員会勧告に基づく給与改定率は、経済成長率の1/3と試算 

(2)退職手当 

今後の退職者数の見込をもとに試算 

公 債 費 

(1)起債発行額 

今後の投資事業費の計画額等に基づく発行見込額 

(2)発行利率 

「中長期の経済財政に関する試算」（令和５年１月公表）におけるベースラインケ

ースの名目長期金利 
 

区  分 R6 R7 R8 R9 R10 

名目長期金利 0.4％ 0.4％ 0.4％ 0.5％ 0.5％ 
 

行 政 経 費 前年度見込額に直近の伸び等を踏まえて試算 

投資的経費 地方財政計画の水準を基本に事業費を確保 

そ の 他 企業庁との貸借関係の段階的解消を反映 
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４ 参考資料 

 

(1) 令和５年度の主要施策 

  令和５年度の主要施策は下記のとおり。 

ア 持続的に発展する兵庫経済の構築 

(ｱ) 次世代成長産業の創出 

・(拡) 産業立地の促進（1,529,676千円） 

・(新) 戦略的産業立地促進事業の実施（3,000千円） 

・(拡) 水素ステーション整備の促進（56,013千円） 

・(拡) 燃料電池モビリティ利活用の促進（25,000千円） 

・(拡) 燃料電池バス導入の促進（25,000千円） 

・(新) 空飛ぶクルマの社会実装に向けた取組（49,125千円） 

・(拡) 先端半導体・次世代電池の技術開発促進（4,693千円） 

(ｲ) スタートアップの育成強化 

・(拡) ひょうごTECHイノベーションプロジェクト（20,000千円） 

・(新) 地域しごとサポートセンター事業の実施（38,239千円） 

・(新) SDGsチャレンジ・脱炭素イノベーション創出支援事業の実施（30,000千円） 

・(新) ひょうごオープンイノベーション推進事業の実施（10,800千円） 

・(新) 教職員向け認定フェロー研修の実施（4,500千円） 

・(拡) 起業プラザひょうご設置・運営（52,634千円） 

・(拡) 起業家への支援（239,962千円） 

(ｳ) 地域経済を支える産業の振興 

・(拡) ひょうご産業SDGs推進宣言・認証事業の実施（21,464千円） 

・(新) ひょうごポストコロナベンチャー型事業承継支援事業の実施（30,000千円） 

・(新) じばさん兵庫SDGs推進事業の実施（10,000千円） 

・(拡) ひょうごのじばさん魅力発信キャンペーン（15,000千円） 

・中小企業向け制度融資の運用（611,246,715千円） 

・(拡) ものづくり体験事業の実施（53,395千円） 

(ｴ) 兵庫で働く人材の確保・育成 

・(新) 県内企業等人材確保の支援 91,440千円 

・(新) 中小企業の採用力強化の支援 3,702千円 

・(拡) 兵庫企業見聞録事業の実施 1,500千円 

・(新) ひょうご・こうべ女性活躍推進企業（ミモザ企業）認定制度の普及推進 

（4,577千円） 

・(新) 外国人留学生採用ワンストップ支援事業の実施（5,839千円） 

・(新) 外国人留学生に対する県内企業の魅力発信（7,598千円） 

(ｵ) 持続可能な農林水産業の実現 

・(拡) 有機農業をはじめとする環境創造型農業の推進（73,856千円） 

・(新) 耕畜連携の推進（152,500千円） 

・(新) 「地域計画」策定・実現加速化の支援（72,270千円） 

・(新) 産地低コスト化の促進（5,000千円） 

・(新) 「農」に携わる人材確保モデルの取組支援（4,240千円） 

・(拡) 企業力活用による地域農業活性化の推進（3,900千円） 

・(新) ひょうごの「農」「食」輸出拡大の加速化（10,700千円） 
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・(新) 木造設計に対応する建築士養成講座の実施（4,500千円） 

・(新) 森林動物研究センターの魅力発信（6,000千円） 

・(新) 豊かな海づくりに向けた県民運動の展開（3,800千円） 

・(新) マダコの種苗生産技術の開発（2,000千円） 

(ｶ) 脱炭素化の推進 

・(新) 中小事業者へのPPA方式による脱炭素化の促進（15,000千円） 

・(新) 中小事業者に対するGHG排出量算定の支援（22,691千円） 

・(新) カーボンフットプリント(CFP)普及の促進 6,916千円） 

・(拡) Jクレジット制度の取組支援（3,300千円） 

・(新) ブルーカーボンクレジット制度の構築検討（3,800千円） 

・(新) 地域循環共生圏モデルの構築（3,561千円） 

・(新) 既存住宅・建築物省エネ化促進事業の実施（17,249千円） 

・(拡) 地域の脱炭素化に向けたグリーンボンドの発行（－） 

イ 魅力あふれる地域・交流圏の形成 

(ｱ) 観光ツーリズムの振興 

・(新) 兵庫テロワール旅誘客のための受入環境の充実（31,870千円） 

・(新) 広域観光誘客事業の実施（22,000千円） 

・(新) 万博プラス関西観光推進事業の実施（5,000千円） 

・(拡) 観光・特産品の首都圏プロモーションの実施（11,950千円） 

(ｲ) 2025年大阪・関西万博に向けた取組 

・(新) ひょうごフィールドパビリオンの磨き上げ（16,515千円） 

・(新) 兵庫棟(仮称)・兵庫県立美術館展示企画（55,195千円） 

・(新) 戦略的広報・海外プロモーションの展開[一部再掲]（91,815千円） 

・(新) 国際交流事業等とあわせた海外プロモーションの実施[一部再掲] 

（60,932千円） 

・(拡) 推進体制の整備（14,385千円） 

(ｳ) 地域の魅力向上 

・(新) 躍動する兵庫応援事業(県・市町連携枠)の実施（300,000千円） 

・(新) 躍動する兵庫応援事業(多自然地域支援枠)の実施（198,541千円） 

「持続可能な生活圏」形成支援事業の実施[再掲]（30,667千円） 

市町地域伴走支援体制整備事業の実施[再掲]（20,254千円） 

マルチワーク組合支援事業の実施[再掲]（5,832千円） 

市町後方支援事業の実施[再掲]（21,601千円） 

地域×企業×大学のひょうご絆プロジェクト[再掲]（10,411千円） 

地域再生アドバイザー派遣事業の実施[再掲]（12,832千円） 

・(拡) 自治振興助成の拡充（1,500,000千円） 

・(拡) カムバックひょうご促進事業の実施（47,351千円） 

・(新) カムバックひょうご就職支援センターの設置（19,711千円） 

・(新) 元町周辺再整備グランドデザイン等の検討（60,382千円） 

・(拡) 大阪湾ベイエリアの活性化・瀬戸内大交流圏形成（324,469千円） 

・高規格道路の整備推進[一部再掲]（10,064,104千円） 

・(新) スーパーヨットの誘致促進（2,521千円） 

・(新) 上山高原における魅力向上・情報発信事業の実施（1,885千円） 

・(拡) 県立都市公園あり方検討の実施（34,982千円） 

・(新) 県立都市公園における多言語化対応の実施（5,491千円） 
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・(新) 全国市町村長サミット2023in兵庫の開催（4,090千円） 

・(新) 持続可能な自治会活動のあり方研究事業の実施（850千円） 

・(新) 第45回全国公民館研究集会兵庫大会等の開催支援（440千円） 

(ｴ) 芸術文化・スポーツの振興 

・(拡) ひょうごプレミアム芸術デーの実施（9,895千円） 

・(新) HYOGOミュージアム魅力発信プロジェクトの実施（1,900千円） 

・(新) 芸術文化の魅力発信強化プロジェクト（11,731千円） 

・(新) 県立歴史博物館40周年記念事業の実施（1,700千円） 

・(新) 国民体育大会等近畿ブロック大会の開催支援（35,000千円） 

・(新) スキー場周辺地域のスポーツ・文化合宿の誘致促進（15,000千円） 

・(拡) パラスポーツ拡大推進プロジェクトの展開（38,856千円） 

(ｵ) 社会基盤等の充実・強化 

・社会基盤の充実・強化（公共事業・国直轄事業）（116,008,488千円） 

・(拡) ＪＲローカル線の利用促進（31,052千円） 

ウ 希望と温かさに満ちた社会づくり 

(ｱ) 子ども・子育て環境の充実 

・(新) ひょうご出会い支援事業の実施（72,595千円） 

・(拡) 結婚新生活支援事業の実施（144,437千円） 

・(拡) 不妊治療ペア検査の受診助成（5,100千円） 

・(拡) 不育症治療への支援の充実（20,502千円） 

・(新) 不妊症に関するデジタル広報等による普及啓発（5,000千円） 

・(新) 不妊治療推進検討会の設置（500千円） 

・(新) 乳幼児保育等におけるSDGsの取組への理解促進（502千円） 

・(拡) 保育体制強化事業の実施（69,387千円） 

・(新) 男性の家事・育児の推進（3,818千円） 

・(新) ひょうごペアレントトレーニング普及推進事業の実施（2,736千円） 

・川西こども家庭センター一時保護所の整備（552,265千円） 

・(拡) 里親・特別養子縁組強化の推進（58,773千円） 

・(新) 全国里親大会兵庫大会の開催支援（500千円） 

(ｲ) 教育への投資の強化 

・(新) 県立学校環境充実事業の実施(R5～R10)（2,854,453千円） 

・(新) ひょうごの未来を担う高校生等の部活動応援事業の実施（395,000千円） 

・(新) 豊岡聴覚特別支援学校・出石特別支援学校の発展的統合（121,726千円） 

・(新) 東播磨地域の知的障害特別支援学校狭隘化対策（441,486千円） 

・(新) 次期特別支援教育推進計画検討委員会の設置（1,000千円） 

・(新) 発展的統合校交流支援事業の実施（2,400千円） 

・(拡) 私立高等学校等の授業料軽減補助の拡充（870,229千円） 

・(拡) HUMAP(兵庫・ｱｼﾞｱ太平洋大学間交流ﾈｯﾄﾜｰｸ)・高校生の留学促進事業の実施 

（43,548千円） 

・(新) ひょうご不登校対策プロジェクトの実施（3,000千円） 

・(拡) 教職員の働き方改革の推進（307,388千円） 

・(新) 私立学校国際交流推進事業の実施（500千円） 

・(新) 令和５年度全国学校保健・安全研究大会兵庫大会の開催支援（3,000千円） 

・(新) 第72回全国へき地教育研究大会兵庫大会の開催支援（1,000千円） 

(ｳ) 一人一人が尊重される社会づくり 
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・(新) 女性を中心とした働き盛り世代の自殺対策の推進（1,049千円） 

・(新) 依存症対策の理解促進（9,125千円） 

・(新) ひきこもり連携支援検討会議の設置（500千円） 

・(拡) 社会的養護充実・強化推進事業の実施（40,167千円） 

・(拡) ユニバーサルツーリズム(UT)の推進（38,791千円） 

・(新) 「親なきあと」を見据えた在宅障害者等への支援（2,150千円） 

・(新) 盲ろう者の社会参加促進体制の構築（1,524千円） 

・(拡) 障害者芸術「する・みる・ささえる」応援プロジェクトの実施（2,331千円） 

・(拡) 失語症者向けの意思疎通支援体制の整備（1,012千円） 

・(新) 農福連携の理解促進（5,000千円） 

・(新) いのち輝くユニバーサルひょうごづくり機運醸成事業の実施（12,606千円） 

・(拡) 公共交通バリアフリー化の促進（84,057千円） 

エ 安全安心基盤の強化 

(ｱ) 医療・介護体制の充実と健康づくり 

・(新) マルチモビディティ患者に対するリハビリ人材の養成（900千円） 

・(新) 産科医療体制に関する研究会の設置（500千円） 

・(拡) 災害医療体制の強化（32,809千円） 

・(新) 在宅医療における栄養食事管理体制の整備（1,857千円） 

・(新) 新興感染症対策の総合的な推進（3,574千円） 

・(新) 県立病院におけるWi-Fiの整備（249,000千円） 

・(新) 介護ロボット導入・生産性向上の総合的な推進（27,926千円） 

・(拡) 外国人介護人材受入施設における環境の整備（22,000千円） 

・(新) 介護サービス事業所・施設における業務継続計画策定の支援（1,967千円） 

(ｲ) 安全安心な暮らしの実現 

・(新) 犯罪被害者等支援の推進（10,349千円） 

・自動録音電話機等の普及促進（8,925千円） 

・(新) 通報機能付きＧＰＳ端末による被害者保護対策の実施（1,452千円） 

・(新) 高度警察情報システムの初動捜査への活用（5,315千円） 

・(新) 特殊詐欺情報提供制度の創設（3,000千円） 

・(新) AI技術を活用した捜査機能の強化（5,746千円） 

・(拡) 地域防犯体制強化事業の実施（31,000千円） 

・(拡) 人権擁護に資する取組の支援（19,380千円） 

・(拡) 人権擁護サポート事業の実施（5,586千円） 

・(新) 子どものスマホ利用適正化の推進（6,050千円） 

・(新) 県立神出学園・山の学校の活性化（3,750千円） 

・安全安心な日常の維持管理の強化（2,000,000千円） 

・(拡) 信号灯器LED化の推進（1,465,000千円） 

(ｳ) 防災・減災対策の推進 

・災害に強い県土づくりの推進（県単独事業）（9,650,000千円） 

・(新) 盛土規制法に係る基礎調査の実施（59,882千円） 

・(新) 防災ツーリズムの推進（10,470千円） 

・(拡) 地域主導による個別避難計画の作成支援（4,811千円） 

・(新) ドローンによる大量物資搬送等の新たな実証事業の実施（6,866千円） 

・(新) 自宅備蓄の促進（1,062千円） 

・(拡) 防災担い手の確保（6,420千円） 
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・(新) 防災啓発動画の作成（1,950千円） 

・(新) 「創造的復興」の理念を活かしたウクライナ支援事業の実施（2,800千円） 

・(拡) ひょうごウクライナ避難民の生活支援（40,866千円） 

オ 県政の推進基盤の構築 

(ｱ) 県政改革の推進 

・(拡) 新しい働き方推進プランに基づく事務改善の推進（128,948千円） 

・(新) デジタル技術を活用した県立学校業務の効率化の推進（108,683千円） 

・(新) 民間人材の活用事業の実施（32,269千円） 

・(新) 市町の基幹業務システムの統一・標準化に向けた支援（8,887千円） 

(ｲ) 公民連携の推進 

・(拡) 「ひょうごSDGs Hub」を活用したSDGsの推進（9,269千円） 

・(新) 寄附獲得に向けたファンドレイジングの展開（6,752千円） 

(ｳ) 情報発信力の強化 

・(拡) 県民情報番組「ひょうご発信！」の充実（72,897千円） 

・(新) 教員の魅力発信事業の実施（1,568千円） 

(ｴ) 新型コロナウイルス感染症への対応 

・入院医療体制の強化（46,564,500千円） 

・無症状患者及び軽症患者の入院以外への対応（16,430,849千円） 

・(拡) 保健所等の体制強化（835,000千円） 

・検査機能の充実（3,261,913千円） 

・ワクチン接種体制等の整備（1,905,000千円） 

・(拡) 発熱等診療・検査医療機関等の設置（221,731千円） 

・相談体制の強化（1,277,000千円） 

・入院医療費の公費負担（1,760,000千円） 

・地域医療体制の維持（584,000千円） 

・社会福祉施設等への支援（1,586,236千円） 
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(2) 県民１人あたりの予算 

 

歳 入 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

県民１人あたり 

438,735円 

※ 令和５年４月１日現在推計人口（5,378,405人）により算出。 

※ 臨時財政対策債は、地方財政対策として地方交付税から振り替えられたもので、後年度全額が交付税

措置されるため、地方交付税等として整理。 

※ 特別法人事業譲与税は、法人事業税（県税）の一部を特別法人事業税（国税）として徴収した後、都

道府県に再配分されるものであるため、県税等として整理。 
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歳 出（目的別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

歳 出（性質別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

県民１人あたり 

438,735円 

県民１人あたり 

438,735円 
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第２ 令和４年度下半期の財政運営の状況 

１ 令和４年度予算の補正状況 

(1) 令和４年度12月補正予算について 
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(2) 令和４年度２月補正予算（精算）について 

ア 補正予算の規模 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 一般会計補正予算の概要 
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ウ 特別会計補正予算の概要 

（主な特別会計の状況） 

(ｱ) 県有環境林等特別会計（＋72億円） 

乱開発の抑制等に寄与してきた先行取得用地について、地方交付税措置がある地域

活性化事業債等を活用し、県有環境林として取得することによる増 等。 

○ 取得用地 小野市市場用地（60.2ha） 

○ 取得金額 75億円 

(ｲ) 公共事業用地先行取得事業特別会計（＋45億円） 

県有環境林特別会計による先行取得用地の取得等による元金の繰上償還に伴う公債

費特別会計への繰出の増 等。 

(ｳ) 基金管理特別会計（＋1,115億円） 

県債管理基金への基金集約の解消に伴う内部基金への積立及び関連団体への基金造 

成費補助による増 等 

 

○ 会計別補正額                       （単位：百万円） 
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エ 公営企業会計補正予算の概要 

 

○ 会計別補正額                       （単位：百万円） 
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(3) 令和４年度３月補正予算について 
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２ 令和５年度への繰越明許費 

 

令和４年度予算のうち、計画設計協議や事業主体である市町等補助団体の事業に日時を

要したことなどから事業の実施が遅延し、令和５年度に繰り越して使用出来る経費として、

２月県議会で議決された繰越明許費の状況は次のとおりで、令和３年度から令和４年度へ

の繰越額に比べ、23件の減少、1,187億円の減少となっている。 

 

繰越予定額一覧 

（単位：件、百万円）

件　数 金　　　額 件　数 金　　　額

一 般 会 計 173 225,256 164 116,408

特 別 会 計 10 7,538 6 9,325

計 183 232,794 170 125,733

一 般 会 計 21 17,275 14 6,242

特 別 会 計 3 626 0 0

計 24 17,901 14 6,242

207 250,695 184 131,975

R3　→　R4 R4　→　R5

合　　　　　計

明
許
繰
越

事
故
繰
越

年　　　　　度

区　　　　　分

 
明許繰越：歳出予算の経費のうち、その性質上又は予算成立後の事由により、年度内に支 

出を終わらない見込みのあるものについて、翌年度に繰り越して使用しようと 

するもの。 

事故繰越：年度内に支出負担行為をし、避けがたい事故のために年度内に支出を終わらな 

い見込みのあるものについて、翌年度に繰り越して使用しようとするもの。 

 

理由別繰越予定額 

（単位：件、百万円、％） 

件　数 構成比 金　　　額 構成比

1 計 画 、 設 計 協 議 等 に 係 る も の 111 60.3 113,527 86.0

2 用 地 買 収 、 物 件 補 償 に 係 る も の 3 1.6 920 0.7

3 計 画 、 設 計 変 更 に 係 る も の 10 5.5 7,863 6.0

4 市町等補助団体の事業に 伴う もの 32 17.4 8,582 6.5

5 そ の 他 28 15.2 1,083 0.8

184 100.0 131,975 100.0合　　　　計

理　　　由　　　別
件　　　数 繰 越 予 定 額
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３ 令和４年度予算の執行状況 

 

令和４年度予算の執行については、令和５年３月末現在で、最終予算額に対する収入比

率は、一般会計で88.2％、特別会計全体で71.7％となっており、支出済額の最終予算額

に対する比率は、一般会計で74.9％、特別会計全体では94.2％となっています。 

 

一般会計収入状況 

（令和５年３月31日現在） 

（単位：千円、％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※繰越分を含む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

予 算 現 額 調  定  額 収 入 済 額

Ａ Ｂ Ｃ

県 税 801,892,213 807,758,719 771,672,255 100.7 96.2

地 方 譲 与 税 107,449,029 107,314,183 107,220,052 99.9 99.8

地 方 特 例 交 付 金 3,291,887 3,291,887 3,291,887 100.0 100.0

地 方 交 付 税 350,498,772 350,362,720 350,362,720 100.0 100.0

交 通 安 全対 策特 別交 付金 1,469,000 1,223,589 1,223,589 83.3 83.3

分 担 金 及 び 負 担 金 4,520,333 4,086,043 3,196,108 90.4 70.7

使 用 料 及 び 手 数 料 19,359,572 17,595,557 17,528,116 90.9 90.5

国 庫 支 出 金 521,897,613 430,740,328 392,302,441 82.5 75.2

財 産 収 入 2,046,843 2,055,038 1,950,667 100.4 95.3

寄 附 金 574,930 568,498 557,384 98.9 96.9

繰 入 金 162,362,316 86,601,887 86,601,043 53.3 53.3

繰 越 金 32,725,479 32,725,479 32,725,479 100.0 100.0

諸 収 入 513,289,776 514,467,701 486,141,757 100.2 94.7

県 債 237,458,400 179,146,445 179,146,445 75.4 75.4

合　　　　　計 2,758,836,163 2,537,938,074 2,433,919,943 92.0 88.2

区　　　　　分 Ｂ／Ａ Ｃ／Ａ
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県税収入状況 

（令和５年３月31日現在） 

（単位：千円、％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※繰越分を含む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

予 算 現 額 調  定  額 収 入 済 額

Ａ Ｂ Ｃ

県 民 税 229,581,214 231,117,596 204,173,017 100.7 88.9

事 業 税 177,674,559 181,857,653 180,072,311 102.4 101.3

地 方 消 費 税 262,486,014 261,795,709 261,795,709 99.7 99.7

不 動 産 取 得 税 16,865,087 17,394,334 15,729,179 103.1 93.3

県 た ば こ 税 5,660,815 5,696,901 5,696,536 100.6 100.6

ゴ ル フ 場 利 用 税 3,653,317 3,596,809 3,591,152 98.5 98.3

自 動 車 取 得 税 0 59,604 59,604 - -

軽 油 引 取 税 38,966,338 38,699,344 33,684,592 99.3 86.4

自 動 車 税 66,899,576 67,494,976 66,824,362 100.9 99.9

鉱 区 税 10,177 10,177 10,177 100.0 100.0

狩 猟 税 35,512 35,616 35,616 100.3 100.3

旧 法 に よ る 税 59,604 0 0 0.0 0.0

合　　　　　計 801,892,213 807,758,719 771,672,255 100.7 96.2

区　　　　　分 Ｂ／Ａ Ｃ／Ａ
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一般会計予算の執行状況 

（令和５年３月31日現在） 

（単位：千円、％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※繰越分を含む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

予  算  現  額 支  出  済  額

Ａ Ｂ

議 会 費 2,394,332 2,355,001 98.4

総 務 費 401,652,256 386,863,464 96.3

民 生 費 377,426,976 319,533,773 84.7

衛 生 費 228,952,420 129,825,393 56.7

労 働 費 5,289,222 4,084,040 77.2

農 林 水 産 費 114,440,232 65,132,022 56.9

商 工 費 583,081,885 549,587,153 94.3

土 木 費 262,990,388 115,078,236 43.8

警 察 費 139,677,751 135,328,783 96.9

教 育 費 375,526,691 357,148,857 95.1

災 害 復 旧 費 815,274 275,404 33.8

公 債 費 266,091,236 0 0.0

予 備 費 497,500 0 0.0

合　　　　　計 2,758,836,163 2,065,212,126 74.9

区　　　　　分 Ｂ／Ａ
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特別会計の執行状況 

（令和５年３月31日現在） 

（単位：千円、％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※繰越分を含む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

予 算 現 額 収 入 済 額 支 出 済 額

Ａ Ｂ Ｃ

県 有 環 境 林 等 14,458,197 6,781,467 46.9 7,538,619 52.1

港 湾 整 備 事 業 7,005,204 2,531,482 36.1 968,178 13.8

公共事業用地先行取得 事業 7,509,818 7,499,595 99.9 0 0.0

県 営 住 宅 事 業 35,564,270 20,167,294 56.7 11,834,849 33.3

勤労者総合福祉施設整備事業 2,980,201 7,013 0.2 2,649,459 88.9

庁 用 自 動 車 管 理 167,649 57,589 34.4 157,346 93.9

公 債 費 552,869,766 151,261,292 27.4 552,624,800 100.0

自 治 振 興 助 成 事 業 1,242,719 898,430 72.3 585,336 47.1

母 子 父 子 寡 婦 福 祉 資 金 319,556 303,606 95.0 185,974 58.2

小 規 模 企 業 者 等 振 興 資 金 2,518,559 3,315,685 131.7 1,426,658 56.6

農 林 水 産 資 金 1,163,222 1,211,066 104.1 1,137,683 97.8

基 金 管 理 117,395,662 117,395,632 100.0 117,395,632 100.0

地 方 消 費 税 清 算 533,373,185 532,682,880 99.9 532,682,880 99.9

国 民 健 康 保 険 事 業 510,623,958 437,008,246 85.6 454,575,670 89.0

合　　　　　計 1,787,191,966 1,281,121,277 71.7 1,683,763,084 94.2

区　　　　　分 Ｂ／Ａ Ｃ／Ａ
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第３ 県債、一時借入金及び県有財産の状況 
 

１ 県債の状況 

 

財政運営にあたっては、中長期にわたり健全な財政を堅持することを基本として運営し

ていくことに加えて、経済対策や災害対策などその時々の社会情勢に応じて弾力的な運営

を行い、県民福祉の向上に努めることも極めて重要となる。このため、地方債が果たす年

度間の財源調整機能、世代間の負担調整機能に着目して、地方債を有効に活用していくこ

とが必要となる。 

このような観点から、公共施設等の社会資本整備にあたっては、交付税措置のある有利

な起債の活用を図るなど、将来に過大な負担を残すことのないよう、適切な公債管理の下、

県債を発行してきた。 

県が既に発行した県債の年度末残高（未償還額）等の推移は、下図のとおり。 

 

県債現在高等の推移 
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２ 一時借入金の状況 
 

一時借入金は、予算の執行にあたって、収入時期と支払時期の差等により一時的に支払

資金が不足する場合に、市中銀行等から借入れを行い、当該年度内に返済する債務のこと

を指す。 

令和４年度は、１日平均約994億円の借入れを行った。 

 

一時借入金の状況（月別一日平均借入状況） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一日平均借入額 

（単位：百万円） 

 

 

 

 

 年 間 7,815 220,286 99,355

上 半 期 0 191,150 103,858

下 半 期 15,630 249,582 94,828

　　　　　　　　　　　 年　度
 区　分

令和２年度 令和３年度 令和４年度
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３ 県有財産の状況 
 

県は、行政サービスを提供するために庁舎、学校、県営住宅などの建物及びこれらの敷

地のほか、山林等の土地、地上権、特許権及び有価証券等並びに債権、その他特定の目的

に使用するための基金などいろいろな財産を保有している。 

令和４年12月31日現在のこれらの評価額は約２兆9,323億円で、その状況は下表のと

おり。 

 

県有財産の状況 

（令和４年12月31日現在） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

数　　　量 評　　価　　額

㎡ 千円

1 土　　　　　　　　　地 85,534,100 1,134,262,575

行 政 財 産 72,020,113 1,006,952,238

普 通 財 産 13,513,987 127,310,337

㎡

2 建　　　　　　　　　物 7,105,200 694,515,175

行 政 財 産 6,758,459 663,155,785

普 通 財 産 346,741 31,359,390

ｍ3

3 74,460 263,540

4 動　　　　　　　　　産 － 4,397,586

船 舶 4隻 3,499,817

航 空 機 1機 793,254

浮 標 ・ 浮 桟 橋 22個 104,515

㎡

5 938,830 －

6 63件 －

7 － 47,000

8 出 資 に よ る 権 利 － 285,482,061

財団法人等の寄 付行 為に 係る 出え ん金 － 12,527,224

そ の 他 の 出 資 に よ る 権 利 － 272,954,837

9 不動産の信託の受益権 － －

賃 貸 型 の 土 地 信 託 － －

分 譲 型 の 土 地 信 託 － －

区　　　　　　　　　　　　分

山 林 ( 立 木 の 推 定 蓄 積 量 )

物 権 ( 地 上 権 ・ 地 役 権 )

無 体 財 産 権 ( 特 許 権 ・ 実 用 新 案 権 )

有 価 証 券 ( 株 券 )
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10 物　　　　　　　　　品 － 48,940,333

車 両 780 6,635,906

そ の 他 4,771 42,259,420

動 物 35頭 45,007

11 債　　　　　　　　　権 － 62,413,318

貸 付 金 － 61,522,065

そ の 他 － 891,253

12 基　　　　　　　　　金 － 701,980,898

財 政 基 金 － 3,284,109

県 有 施 設 等 整 備 基 金 － 168,449

災 害 救 助 基 金 － 2,566,143

災 害 援 護 基 金 － 368,683

美 術 品 等 取 得 基 金 － 4,486,126

市 町 財 政 等 調 整 基 金 － 1,298,481

勤 労 者 福 祉 基 金 － 1,945,782

県 債 管 理 基 金 － 612,418,690

地 域 創 生 基 金 － 679,978

芸 術 文 化 セ ン タ ー 事 業 基 金 － 291,343

芸 術 文 化 振 興 基 金 － 121,998

環 境 保 全 基 金 － 357,045

特定中山間地域 農業 生産 基盤 保全 基金 － 1,576,882

介 護 保 険 財 政 安 定 化 基 金 － 5,620,020

森 林 整 備 地 域 活 動 支 援 事 業 基 金 － 46,088

国 民 健 康 保 険 財 政 安 定 化 基 金 － 36,648,426

農 業 構 造 改 革 支 援 基 金 － 227,525

県 民 緑 基 金 － 818,381

は ば タ ン ス ポ ー ツ 基 金 － 24,327

後 期 高 齢 者 医 療 財 政 安 定 化 基 金 － 5,536,339

ふ る さ と ひ ょ う ご 寄 附 基 金 － 317,734

安 心 こ ど も 基 金 － 2,982,862

医 療 介 護 推 進 基 金 － 20,029,438

森 林 環 境 事 業 基 金 － 166,049

－ 2,932,302,486

　（参考）

　１　数値は令和４年12月31日現在の公有財産台帳等によるものであり、企業会計及び準公営事業会計（港湾　　

　　整備事業）に係るもの、道路台帳その他法令の規定により、別途台帳の整備を義務づけられているものは

　　含まれていない。

　２　土地の評価額は、令和３年価格改定後の評価額にその後の増減（取得、処分等）を追加したもの。

　３　建物の評価額は、平成30年価格改定後の評価額にその後の増減（取得、処分等）を追加したもの。

　４　山林の評価額は、取得時の評価額。

　５　動産の評価額は、取得時の評価額。

　６　基金の現在高は、令和４年12月28日現在での残高。

合　　　　　　　　　　　　計
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公営企業の業務状況 
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Ⅰ 水 道 用 水 供 給 事 業 

 

(1) 事業の概要 

この事業は、国、県等で開発した７ダムを水源とし、５浄水場から市町等に対し広域的に水道用水を供給する

ものである。 

なお、広域水道における給水対象団体、計画給水量、貯水施設及び令和４年度年間給水実績は次表のとおり。 

また、令和４年度の主な事業の執行状況は第１表のとおり。 

 

名 称 浄水場系 給 水 対 象 
計 画 

給水量 

貯  水  施  設 年 間 

給水実績 

 

名称・所在地 施行主体 

兵 庫 県 

広域水道 

多 田 系 

神戸市、尼崎市、西宮

市、伊丹市、宝塚市、

川西市、川辺郡猪名川

町 

/日 

 

 

 

 

 

 

 

 

480,400 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一 庫 ダ ム 

（川西市一庫） 

独 立 行 政 法 人 

水 資 源 機 構 

千  

24,575 

 

神 出 系 

神戸市、明石市、三木

市、加古郡稲美町、加

古郡播磨町、淡路広域

水道企業団 

呑 吐 ダ ム 

（三木市三津田）

大 川 瀬 ダ ム 

（三田市大川瀬）

川 代 ダ ム 

（丹波篠山市大山下）

 

農 林 水 産 省 

（共同施行） 

23,996 

三 田 系 

神戸市、三木市、小野

市、三田市、丹波篠山

市、加東市、西脇市 

21,755 

中西条系 加古川市 11,140 青 野 ダ ム 

（三田市加茂）

兵 庫 県 

（ 共 同 施 行 ） 

船 津 系 

姫路市、西脇市、高砂

市、加西市、加東市、

神崎郡福崎町、揖保郡

太子町 

神 谷 ダ ム 

（姫路市豊富町）
兵 庫 県 企 業 庁 

27,631 

黒 川 ダ ム 

（朝来市生野町）

関 西 電 力 ㈱ 

（ 共 同 施 行 ） 

 合           計 480,400  109,097  

 

 

第１表 主 な 事 業 の 執 行 状 況 

（単位：千円） 

 
区  分 事 業 費 事  業  概  要 

 

 
広域水道建設費 4,085,977 三田西宮連絡管整備事業等 

 

 
施 設 改 良 費 934,273 播磨支線送水管更新工事等 
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(2)  経理の状況 

ア 予算の執行状況について 

収益的収入及び支出並びに資本的収入及び支出の予算の執行状況は、第２表のとおり。 

 

第２表  予 算 の 執 行 状 況 

(ｱ) 収益的収入及び支出 

a 収   入 

（単位：千円、％） 

 
区   分 予 算 現 額 

 

Ａ 
執 行 額 

 

Ｂ 
Ｂ/Ａ×100 

 

 第１款 水道用水供給事業収益 15,749,432 15,882,306 100.8  

 第１項  営 業 収 益 14,537,820 14,669,875 100.9  

 第２項  営 業 外 収 益 1,211,602 1,212,431 100.1  

 第３項  特 別 利 益 10 0 0.0  

 

b 支   出 

（単位：千円、％） 

区   分 

予 算 現 額  

執 行 額 

Ｂ 

Ｂ/Ａ 

×100 

翌年度 

繰越額 

 

現計予算額 繰越事業費 計 
Ａ 

第１款 
水道用水供給

事 業 費 用 
14,344,289 217,988 14,562,277 13,005,415 89.3 94,627 

 

第１項   営 業 費 用 13,247,340 217,988 13,465,328 12,195,524 90.6 94,627 
 

第２項  営業外費用 1,046,939 0 1,046,939 809,891 77.4 0 
 

第３項  特 別 損 失 10 0 10 0 0.0 0 
 

第４項  予 備 費 50,000 0 50,000 0 0.0 0 
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 (ｲ)  資本的収入及び支出 

a 収   入 

（単位：千円、％） 

 

区   分 

予 算 現 額  

執 行 額 

Ｂ 

Ｂ/Ａ×100 

 

現計予算額 繰越事業費 計 
Ａ 

 
第１款 資 本 的 収 入 384,986 1,004,934 1,389,920 1,387,103 99.8 

 

 
第１項 企 業 債 118,300 460,000 578,300 578,300 100.0 

 

 
第２項 国 庫 補 助 金 148,333 460,000 608,333 608,333 100.0 

 

 
第３項 出 資 金 118,333 0 118,333 118,333 100.0 

 

 
第４項 

固 定 資 産 

売 却 代 金 
10 0 10 5 50.0 

 

 
第５項 諸 収 入 10 84,934 84,944 82,132 96.7 

 

 

b 支   出 

（単位：千円、％） 

 

区   分 

予 算 現 額  

執 行 額 

Ｂ 

Ｂ/Ａ 

×100 

翌年度 

繰越額 

 

現計予算額 繰越事業費  計 
Ａ 

 

 
第１款 資 本 的 支 出 4,999,905 3,357,126 8,357,031 7,775,173 93.0 399,500 

 

 
第１項 建 設 改 良 費 2,236,703 3,357,126 5,593,829 5,061,973 90.5 399,500 

 

 
第２項 

企 業 債 

償 還 金 
2,710,900 0 2,710,900 2,710,898 99.9 0 

 

 
第３項 

国 庫 補 助 金 

返 還 金 
2,302 0 2,302 2,302 99.9 0 

 

 
第４項 予   備   費  50,000 0 50,000 0 0 0 

 

 

(3) 企業債及び一時借入金の現在高 

令和５年３月31日現在高は、第３表のとおり。 

なお、令和５年３月31日現在、一時借入金はなし。 

 

第３表 

（単位：千円） 

 
区   分 

前年度末残高 

（R４.３.31） 

期  中  増  減 期 末 現 在 高 

（R５.３.31） 

 

 借    入 返    済  

 企 業 債 19,558,960 578,300 2,710,898 17,426,362  
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(4) 令和５年度の事業及び予算の概要 

ア 業務の予定量 

(ｱ) 給 水 団 体 数   22市町・１企業団 

(ｲ) 年 間 総 給 水 量  107,053,170立方メートル（対前年度比 100.3パーセント） 

(ｳ) １日平均給水量  292,495立方メートル 

(ｴ) 主要な建設事業 

       広域水道建設工事  367,636千円  神出浄水場系 神出浄水場取水ポンプ設備増強工事等を実施する

こととしている。 

       施 設 改 良 工 事  3,646,103千円  三田浄水場系 遠方監視制御設備更新工事等を実施することと

している。 

 

イ 予算の概要 

(ｱ) 収益的収入及び支出 

（単位：千円） 

区      分 予 算 額 

収 入 

水 道 用 水 供 給 事 業 収 益 15,820,873 

営 業 収 益 14,561,312 

営 業 外 収 益 1,259,551 

特 別 利 益 10 

支 出 

水 道 用 水 供 給 事 業 費 用 14,805,962 

営 業 費 用 13,989,044 

営 業 外 費 用 766,908 

特 別 損 失 10 

予 備 費 50,000 

 

(ｲ) 資本的収入及び支出 

（単位：千円） 

区      分 予 算 額 

収 入 

資 本 的 収 入 

企 業 債 

国 庫 補 助 金 

出 資 金 

固 定 資 産 売 却 代 金 

諸 収 入 

423,122 

118,200 

169,251 

118,251 

10 

17,410 

支 出 

資 本 的 支 出 

建 設 改 良 費 

企 業 債 償 還 金 

国 庫 補 助 金 返 還 金 

予 備 費 

6,605,052 

4,046,162 

2,453,586 

55,304 

50,000 
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 Ⅱ 工 業 用 水 道 事 業 

 

(1) 事業の概要 

この事業は、揖保川、市川、加古川を水源とする揖保川第１工業用水道、揖保川第２工業用水道、市川工業用

水道及び加古川工業用水道を経営することにより、姫路市、加古川市、明石市、高砂市、播磨町及び太子町にま

たがる播磨工業地帯に工業用水を供給するものである。 

令和４年度の事業別給水状況は第１表、主な事業の執行状況は第２表のとおり。 

 

第１表  令和４年度工業用水道事業別給水状況 

  

水   系 給 水 区 域 計画給水量 契約水量 取 水 地 点 

揖保川第１工業用水道 姫路市 

㎥/日 

257,880 

 

㎥/日 

257,880 

  

姫路市余部区上川原

（揖保川左岸） 

揖保川第２工業用水道 
姫路市、 

揖保郡太子町 
75,800  75,800  

姫路市余部区 

上川原～上余部 

市川工業用水道 姫路市 140,000  113,026  
姫路市飾磨区妻鹿 

（市川左岸） 

加古川工業用水道 

加古川市、高砂市、明

石市、 

加古郡播磨町 

500,000  198,770 
加古川市 

（加古川右岸） 

合     計 973,680  645,476  

 

 

第２表  主 な 事 業 の 執 行 状 況    

 （単位：千円） 

区  分 事 業 費 事  業  概  要 

施 設 改 良 費 373,190 制水弁設置工事、中央監視制御設備更新工事等 

 

(2) 経理の状況 

ア 予算の執行状況について 

収益的収入及び支出並びに資本的収入及び支出の予算の執行状況は、第３表のとおり。 
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第３表  予 算 の 執 行 状 況 

(ｱ) 収益的収入及び支出 

a 収   入 

（単位：千円、％） 

 
区   分 予 算 現 額 

 

Ａ 
執 行 額 

 

Ｂ 
Ｂ/Ａ×100 

 

 第１款 工業用水道事業収益 4,083,767 4,089,377 100.1  

 第１項  営 業 収 益 3,642,726 3,646,459 100.1  

 第２項  営 業 外 収 益 441,031 442,918 100.4  

 第３項  特 別 利 益 10 0 0.0  

 

b 支   出 

（単位：千円、％） 

 
区   分 予 算 現 額 

 

Ａ 
執 行 額 

 

Ｂ 

Ｂ／Ａ×

100 

翌年度 

繰越額 

 

 
第１款 

工業用水道事業

費 用 
3,524,768 3,241,004 91.9 58,720 

 

 
第１項  営 業 費 用 3,275,863 3,015,226 92.0 58,720 

 

 
第２項  営 業 外 費 用 228,885 225,778 98.6 0 

 

 
第３項  特 別 損 失 20 0 0.0 0 

 

 
第４項  予 備 費 20,000 0 0.0 0 

 

 

(ｲ) 資本的収入及び支出 

a 収   入 

（単位：千円、％） 

 
区   分 予 算 現 額 

 

Ａ 
執 行 額 

 

Ｂ 
Ｂ/Ａ×100 

 

 第１款 資 本 的 収 入 120 110 91.7  

 第１項  固定資産売却代金 110 110 100.0  

 第２項  諸 収 入 10 0 0.0  
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b 支   出 

（単位：千円、％） 

 

区   分 

予 算 現 額  

執 行 額 

Ｂ 

Ｂ/Ａ 

×100 

翌年度 

繰越額 

 

現計予算額 繰越事業費 計 
Ａ 

 
第１款 資 本 的 支 出 1,394,847 296,121 1,690,968 1,473,236 87.1 88,000 

 

 
第１項  建設改良費 286,588 296,121 582,709 374,977 64.4 88,000 

 

 
第２項  

企 業 債 

償 還 金 
892,957 0 892,957 892,957 99.9 0 

 

 
第３項  

他会計から

の長期借入

金 償 還 金 

205,302 0 205,302 205,302 99.9 0 
 

 
第４項 予 備 費 10,000 0 10,000 0 0.0 0 

 

 

(3) 企業債、他会計借入金及び一時借入金の現在高 

令和５年３月31日現在高は、第４表のとおり。 

なお、令和５年３月31日現在、一時借入金はなし。 

第４表 

（単位：千円） 

 
区   分 

前年度末残高 

（R４.３.31） 

期  中  増  減 期 末 現 在 高 

（R５.３.31） 

 

 借    入 返    済  

 企 業 債 5,895,623 0 892,957 5,002,666  

 他 会 計 借 入 金 1,437,113 0 205,302 1,231,811  
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(4)  令和５年度の事業及び予算の概要 

ア 業務の予定量 

(ｱ) 給 水 事 業 所 数 102事業所 

(ｲ) 年 間 総 給 水 量 241,841,088立方メートル（対前年度比 100.3パーセント） 

(ｳ) １日平均給水量 660,768立方メートル 

(ｴ) 主要な建設事業   

施 設 改 良 工 事  1,084,293千円 工業用水の安定給水を確保するため、取水施設改修工事等を実施す

ることとしている。 

 

イ 予算の概要 

(ｱ) 収益的収入及び支出                               （単位：千円） 

 区      分 予  算  額  

 

収 入 

工 業 用 水 道 事 業 収 益 

営 業 収 益 

営 業 外 収 益 

特 別 利 益 

4,102,955 

3,652,294 

450,651 

10 

 

支 出 

工 業 用 水 道 事 業 費 用 

営 業 費 用 

営 業 外 費 用 

特 別 損 失 

予 備 費 

3,426,808 

3,250,181 

156,597 

30 

20,000 

 

 

(ｲ) 資本的収入及び支出                               （単位：千円） 

 区      分 予  算  額  

 

収 入 

資 本 的 収 入 

固 定 資 産 売 却 代 金 

諸 収 入 

20 

10 

10 

 

支 出 

資 本 的 支 出 

建 設 改 良 費 

企 業 債 償 還 金 

他会計からの長期借入金償還金 

予 備 費 

2,182,299 

1,089,145 

  877,852 

205,302 

10,000 
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Ⅲ 水 源 開 発 事 業 

 

(1) 事業の概要 

この事業は、西脇市及びその周辺地域における将来の水需要に対処するため、農林水産省と共同で糀屋ダム（多

可郡多可町）を建設し、現在、日量30,000立方メートルの工業用水を確保している。 

また、令和４年度は管理費として79,368千円を負担した。 

 

(2) 経理の状況 

ア 予算の執行状況について 

資本的収入及び支出の予算の執行状況は、第１表のとおり。 

 

第１表  予 算 の 執 行 状 況 

(ｱ) 資本的収入及び支出 

a 収   入                                                           （単位：千円、％） 

 
区    分 予 算 現 額 

 

Ａ 
執 行 額 

 

Ｂ 
Ｂ/Ａ×100 

 

 第１款 資 本 的 収 入 79,369 79,368 99.9  

 第１項  一 般 会 計 補 助 金 79,369 79,368 99.9  

 

b 支   出                                                           （単位：千円、％） 

 
区    分 予 算 現 額 

 

Ａ 
執 行 額 

 

Ｂ 
Ｂ/Ａ×100 

 

 第１款 資 本 的 支 出 79,369 79,368 99.9  

 第１項  建 設 改 良 費 79,369 79,368 99.9  

 

(3) 他会計借入金及び一時借入金の現在高 

令和５年３月31日の現在高は、第２表のとおり。 

なお、令和５年３月31日現在、一時借入金はなし。 

第２表 

（単位：千円） 

 
区    分 

前 年 度 末 残 高 

（R４.３.31） 

期  中  増  減 期 末 現 在 高 

（R５.３.31） 

 

 借 入 返 済  

 他 会 計 借 入 金 4,145,510 0 0 4,145,510  

 

(4) 令和５年度の事業及び予算の概要 

ア 業務の予定量 

(ｱ) 事 業 費            60,727千円 
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イ 予算の概要 

(ｱ) 資本的収入及び支出                           （単位：千円） 

 区      分 予  算  額  

 
収 入 

資 本 的 収 入 

一 般 会 計 補 助 金 

60,727 

60,727 

 
支 出 

資 本 的 支 出 

建 設 改 良 費  

60,727 

60,727 
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Ⅳ 地 域 整 備 事 業 

 

(1) 事業の概要 

この事業は、産業振興のための産業用地の分譲、良質な住宅用地の分譲などにより県民福祉の向上と県土の発

展を図るものである。 

地域別の事業内容は、次のとおり。 

 

ア 阪神地域 

神戸三田国際公園都市のカルチャータウンでは、生活利便施設の充実により「ワシントン村」等の分譲を進

めている。 

 

イ 播磨地域 

播磨科学公園都市では、大型放射光施設SPring-８、X線自由電子レーザー施設SACLA等の最先端科学施設を生

かしたまちづくりを進め、「人と自然と科学が調和する高次元機能都市」を目指している。 

青野運動公苑では、県民のスポーツニーズに応え、北播磨地域の振興に寄与するため、専門企業とともにゴ

ルフコース、テニスコート等の運営を行っている。 

 

ウ 淡路地域 

淡路津名地区では、雇用の確保のため企業誘致に努めている。 

淡路夢舞台の運営を通じて淡路地域の振興を図っている。 

 

地域別推進状況は第１表、主な整備事業の執行状況は第２表のとおり。 

第１表  地 域 別 推 進 状 況 

 
区  分 造 成 目 的 

前年度までの

売却面積 
本年度売却分 

本年度末現在

の売却累計 

 

阪神地域 

都市機能用地等造成 

ｈａ 

330.8 

 

ｈａ 

2.3 

 

ｈａ 

333.1 

 

住宅用地 

公益的施設用地等造成 
313.1 1.5 314.6 

 

播磨地域 

工業用地等造成 315.7 0.0 315.7 

新都市機能用地等造成 229.5  0.1 229.6 

 

淡路地域 

工業用地等造成 113.2 2.6 115.8 

都市機能用地等造成 82.1 0.0 82.1 

 
合        計 1,384.4 6.5 1,390.9 
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第２表  主 な 整 備 事 業 の 執 行 状 況 

（単位：千円） 

 
区 分 事 業 費 事 業 概 要 

 

 阪 神 地 域 8,690,776 

１ 潮芦屋地区における災害に強いまちづくりを推進する

ための調査、工事等 

２ 神戸三田国際公園都市における都市基盤整備等 

 

 播 磨 地 域 676,033 １ 播磨科学公園都市における都市基盤整備等 

 

 淡 路 地 域 230,843 １ 津名地区における用地管理等 

 

(2) 経理の状況 

ア 予算の執行状況について 

収益的収入及び支出並びに資本的収入及び支出の予算の執行状況は、第３表のとおり。 

第３表  予 算 の 執 行 状 況 
 

(ｱ) 収益的収入及び支出 

a 収   入 

（単位：千円、％） 

 
区    分 予 算 現 額 

 

Ａ 
執 行 額 

 

Ｂ 
Ｂ/Ａ×100 

 

 第１款 地 域 整 備 事 業 収 益 4,993,783 5,779,120 115.7  

 第１項  営 業 収 益 4,473,788 5,257,812 117.5  

 第２項  営 業 外 収 益 99,195 100,508 101.3  

 第３項  特 別 利 益 420,800 420,800 100.0  

 

b 支   出 

（単位：千円、％） 

 
区    分 予 算 現 額 

 

Ａ 
執   行   額 

 

Ｂ 

Ｂ/Ａ×100 翌年度 

繰越額 

 

 第１款 地域整備事業費用 4,782,800 5,176,542 108.2 25,000  

 第１項  営 業 費 用 4,311,854 4,755,706 110.3 25,000  

 第２項  営 業 外 費 用 146 36 24.7 0  

 第３項  特 別 損 失 420,800 420,800 100.0 0  

 第４項  予 備 費 50,000 0 0.0 0  
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 (ｲ) 資本的収入及び支出 

a 収   入 

（単位：千円、％） 

 
区    分 予 算 現 額 

 

Ａ 
執 行 額 

 

Ｂ 
Ｂ/Ａ×100 

 

 第１款 資 本 的 収 入 2,875,946 2,875,880 99.9  

 第１項  企 業 債 2,807,000 2,807,000 100.0  

 第２項  長期貸付金償還金 0 0 0.0  

 第３項  固定資産売却代金 10 0 0.0  

 第４項  諸 収 入 68,936 68,880 99.9  

 

b 支   出 

（単位：千円、％） 

 

区   分 

予 算 現 額 
 

執 行 額 

Ｂ 

Ｂ/Ａ 

×100 

翌年度 

繰越額 
現計予算額 繰越事業費 計 

Ａ 

 
第１款 資 本 的 支 出 12,997,991  134,500 13,132,491 12,404,652 94.5 188,248 

 
第１項 地 域 整 備 費 10,140,991 134,500 10,275,491 9,597,652 93.4 188,248 

 
第２項 企業債償還金 2,807,000 0 2,807,000 2,807,000 100.0 0 

 第３項 予 備 費 50,000 0 50,000 0 0.0 0 

 

 (3) 企業債、基金借入金及び一時借入金の現在高 

令和５年３月31日現在高は、第４表のとおり。 

なお、令和５年３月31日現在、一時借入金はなし。 

 

第４表 

（単位：千円） 

 
区   分 

前 年 度 末 残 高 

( R ４ . ３ . 3 1 ) 

期 中 増 減 期 末 現 在 高 

( R ５ . ３ . 3 1 )  借    入 返    済 

 企 業 債 77,190,000  2,807,000 3,227,800 76,769,200 

 基 金 借 入 金 32,044,000 0 0 32,044,000 

 

(4) 令和５年度の事業及び予算の概要 

ア 業務の予定量 

(ｱ) 土地売却面積 

阪神地域  １ヘクタール 



別紙 

 

69 

 

播磨地域  ２ヘクタール 

淡路地域  ５ヘクタール 

 

(ｲ) 主要な地域整備事業 

（単位：千円） 

 区   分 事 業 費 事 業 概 要 

 

 阪 神 地 域 1,010,824 

１ 潮芦屋地区における災害に強いまちづくりを推進するた

めの調査、工事等 

２ 神戸三田国際公園都市における都市基盤整備等 

 
 播 磨 地 域 1,131,716 １ 播磨科学公園都市における都市基盤整備等 

 
 淡 路 地 域 467,626 １ 津名地区における用地管理等 

 

イ 予算の概要 

(ｱ) 収益的収入及び支出 

（単位：千円） 

 区 分 予 算 額 

 

 収 入 

地 域 整 備 事 業 収 益 3,357,627 

営 業 収 益 2,287,488 

営 業 外 収 益 117,339 

特 別 利 益     952,800 

 

 支 出 

地 域 整 備 事 業 費 用 2,951,286 

営 業 費 用 1,948,376 

営 業 外 費 用 110 

特 別 損 失         952,800 

予 備 費 50,000 

 

(ｲ) 資本的収入及び支出 

（単位：千円） 

 区 分 予 算 額 

 

 収 入 

資 本 的 収 入 44,498 

固 定 資 産 売 却 代 金  10 

諸 収 入 44,488 

 

 支 出 

資 本 的 支 出 2,660,166 

地 域 整 備 費 2,610,166 

予 備 費 50,000 
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Ⅴ 企 業 資 産 運 用 事 業 

 

(1) 事業の概要 

この事業は、企業資産の運用としての土地、建物等資産の取得、管理及び処分等を行うもので、保有土地を活

用した太陽光発電施設の運営を行っている。 

 

(2) 経理の状況 

ア 予算の執行状況について 

収益的収入及び支出並びに資本的収入及び支出の予算の執行状況は、第１表のとおり。 

 

第 １ 表  予 算 の 執 行 状 況 

(ｱ) 収益的収入及び支出 

a 収   入 

（単位：千円、％） 

 
区    分 予 算 現 額 

 

Ａ 
執 行 額 

 

Ｂ 
Ｂ/Ａ×100 

 

 第１款 資 産 運 用 事 業 収 益 1,452,859 1,560,107 107.4  

 第１項  営 業 収 益 1,408,433 1,515,623 107.6  

 第２項  営 業 外 収 益 44,396 44,484 100.2  

 第３項  特 別 利 益 30 0 0.0  

 

b 支   出 

（単位：千円、％） 

 
区    分 予 算 現 額 

 

Ａ 
執 行 額 

 

Ｂ 
Ｂ/Ａ×100 

 

 第１款 資 産 運 用 事 業 費 用 1,259,544 1,192,700 94.7  

 第１項  営 業 費 用 1,118,711 1,061,898 94.9  

 第２項  営 業 外 費 用 130,803 130,802 99.9  

 第３項  特 別 損 失 30 0 0.0  

 第４項  予 備 費 10,000 0 0.0  
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(ｲ) 資本的収入及び支出 

a 収   入 

（単位：千円、％）  

 
区    分 

予 算 現 額 

Ａ 

執 行 額 

Ｂ 
Ｂ/Ａ×100 

 

 第１款 資 本 的 収 入 205,322 205,302 100.0  

 第１項 長期貸付金償還金 205,302 205,302 100.0  

第２項 固定資産売却代金 10 0 0.0 

第３項 諸 収 入 10 0 0.0 

 

b 支   出 

（単位：千円、％） 

 
区    分 予 算 現 額 

 

Ａ 
執 行 額 

 

Ｂ 
Ｂ/Ａ×100 

 

 第１款 資 本 的 支 出 50,336 295 0.6  

 第１項  建 設 改 良 費 336 295 87.8  

 第２項  予 備 費 50,000 0 0.0  

 

(3) 令和５年度の事業及び予算の概要 

ア 業務の予定量 

(ｱ) 年間販売電力量    32,241,253ｋＷｈ 

  

イ 予算の概要 

(ｱ) 収益的収入及び支出                         （単位：千円） 

区       分 予  算  額 

収   入 

資 産 運 用 事 業 収 益 

営 業 収 益 

営 業 外 収 益 

特 別 利 益 

1,343,250 

1,308,890 

34,330 

30 

支   出 

資 産 運 用 事 業 費 用 

営 業 費 用 

営 業 外 費 用 

特 別 損 失 

予 備 費 

1,289,606 

1,166,193 

113,383 

30 

10,000 
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(ｲ) 資本的収入及び支出                          （単位：千円） 

区       分 予  算  額 

収   入 

資 本 的 収 入 

長 期 貸 付 金 償 還 金 

固 定 資 産 売 却 代 金 

諸 収 入 

205,322 

205,302 

10 

10 

支   出 

資 本 的 支 出 

建 設 改 良 費 

予 備 費 

51,476 

1,476 

50,000 
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Ⅵ 地 域 創 生 整 備 事 業 

 

(1) 事業の概要 

この事業は、地域創生に資する事業のうち、市町と協定して行う産業拠点の整備に関する事業や、健康福祉、

都市再生等の施設の整備等に関する事業並びにこれらに附帯する事業を行うものである。 

なお、令和４年度の主な整備事業の執行状況は、第１表のとおり。 

 

ア ひょうご小野産業団地整備事業 

県内産業団地の需給状況や、企業立地の促進、雇用の創出など地域創生を推進する観点から、企業庁と小野

市が協定を締結し、「ひょうご小野産業団地」の整備を進めている。 

イ 神戸・鈴蘭台西健康福祉拠点整備事業 

元県立鈴蘭台西高校用地を活用し、超高齢社会を迎えニーズの高い施設等を民間事業者により整備を進めて

いる。 

ウ 神戸・三宮東再整備事業 

神戸市が進める雲井通五丁目再開発事業において、施行区画内の企業庁が保有する資産の権利変換に同意し、

再開発ビルの権利床を取得した。再開発ビルの保有床の具体的な活用策については、県・市や関係団体と連携

を図りながら、今後検討していく。 

 

エ 次世代型産業団地整備事業 

 ひょうご情報公園都市の未開発区域内で、三木市と共同で新たな産業団地を整備する。 

第１表  主 な 整 備 事 業 の 執 行 状 況 

（単位：千円） 

 区 分 事 業 費 事 業 概 要 

 
ひょうご小野産業団地整備事業 295,302 造成工事、周辺整備工事、環境調査等 

 
次 世 代 型 産 業 団 地 整 備 事 業 220,563 基本設計業務等 
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(2) 経理の状況 

ア 予算の執行状況について 

収益的収入及び支出並びに資本的収入及び支出の予算の執行状況は、第２表のとおり。 
 

第 ２ 表  予 算 の 執 行 状 況 

(ｱ) 収益的収入及び支出 

a 収   入 

（単位：千円、％） 

 
区    分 予 算 現 額 

 

Ａ 
執 行 額 

 

Ｂ 
Ｂ/Ａ×100 

 

 
第１款 

ひ ょ う ご 小 野 産 業 

団 地 整 備 事 業 収 益 
2,627,921 2,628,037 100.1 

 

 第１項 営 業 収 益 2,627,894 2,627,895 100.1  

 第２項  営 業 外 収 益 17 142 835.3  

 第３項  特 別 利 益 10 0 0.0  

 
第２款 

神戸・鈴蘭台西健康福祉 

拠 点 整 備 事 業 収 益 
716 697 97.3 

 

 第１項 営 業 収 益 696 697 100.1  

 第２項  営 業 外 収 益 10 0 0.0  

 第３項  特 別 利 益 10 0 0.0  

 
第３款 

神戸・三宮東再整備 

事 業 収 益 
590,406 590,388 99.9 

 

 第１項 営 業 収 益 10 0 0.0  

 第２項  営 業 外 収 益 10 0 0.0  

 第３項  特 別 利 益 590,386 590,388 100.1  
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b 支   出 

（単位：千円、％） 

 
区    分 予 算 現 額 

 

Ａ 
執 行 額 

 

Ｂ 
Ｂ/Ａ×100 

 

 
第１款 

ひ ょ う ご 小 野 産 業 

団 地 整 備 事 業 費 用 
1,662,310 1,552,936 93.4 

 

 第１項 営 業 費 用 1,625,852 1,552,936 95.5  

 第２項  営 業 外 費 用 10 0 0.0  

 第３項  特 別 損 失 36,448 0 0.0  

 
第２款 

神戸・鈴蘭台西健康福祉 

拠 点 整 備 事 業 費 用 
1,444 695 48.1 

 

 第１項 営 業 費 用 1,424 695 48.8  

 第２項  営 業 外 費 用 10 0 0.0  

 第３項  特 別 損 失 10 0 0.0  

 
第３款 

神戸・三宮東再整備 

事 業 費 用 
1,357 1,336 98.5 

 第１項 営 業 費 用 1,337 1,336 99.9 

 第２項  営 業 外 費 用 10 0 0.0 

 第３項  特 別 損 失 10 0 0.0 

 第４款 予 備 費 20,000 0 0.0 

 第１項  予 備 費 20,000 0 0.0 
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(ｲ) 資本的収入及び支出 

a 収   入 

（単位：千円、％）  

 
区    分 

予 算 現 額 執 行 額 

Ｂ 

Ｂ /Ａ 

×100 現計予算額 繰越事業費   計 Ａ 

 
第１款 

ひ ょ う ご 小 野産業団 地 

整備事業資本的収入 
27,848 0 27,848 27,856 100.1 

 第１項 諸 収 入 27,848 0 27,848 27,856 100.1 

 
第２款 

神戸・鈴蘭台西健康福祉

拠点整備事業資本的収入 
10 0 10 0 0.0 

 第１項 固定資産売却代金 10 0 10 0 0.0 

 
第３款 

神戸・三宮東再整備

事業資本的収入 
238,673 0 238,673 147,640 61.9 

 第１項 固定資産売却代金 238,663 0 238,663 147,640 61.9 

 第２項 諸 収 入 10 0 10 0 0.0 

 
第４款 

次世代型産業団地 

整備事業資本的収入 
10 195,000 195,010 1 0.1 

 第１項 企 業 債 0 195,000 195,000 0 0.0 

第２項 諸 収 入 10 0 10 1 10.0 

 

b 支   出 

（単位：千円、％）  

 
区    分 

予 算 現 額 執 行 額 

Ｂ 

Ｂ /Ａ 

×100 

翌年度 

繰越額 現計予算額 繰越事業費 計 Ａ 

 
第１款 

ひ ょ う ご 小 野産業団 地 

整備事業資本的支出 
342,319 106,284 448,603 295,302 65.8 142,812 

 第１項 整 備 費 342,319 106,284 448,603 295,302 65.8 142,812 

 

 

 

 

 

 

 

第２款 
神戸・三宮東再整備

事 業 資 本 的 支 出 
100 0 100 0 0.0 0 

第１項 整 備 費 100 0 100 0 0.0 0 

第３款 
次世代型産業団地 

整備事業資本的支出 
191,194 195,000 386,194 220,563 57.1 110,000 

第１項 整 備 費 191,194 195,000 386,194 220,563 57.1 110,000 

第４款 予   備   費 50,000 0 50,000 0 0.0 0 

 第１項 予  備  費 50,000 0 50,000 0 0.0 0 
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(3) 企業債、他会計借入金及び一時借入金の現在高 

令和５年３月31日現在高は、第３表のとおり。 

なお、令和５年３月31日現在、一時借入金はなし。 

 

第３表 

（単位：千円） 

 
区    分 

前年度末残高 

（R４.３.31） 

期  中  増  減 期 末 現 在 高 

（R５.３.31） 

 

 借 入 返 済  

 企 業 債 2,495,300 0 0 2,495,300  

 

(4) 令和５年度の事業及び予算の概要 

ア 業務の予定量 

(ｱ)  主要な整備事業 

（単位：千円） 

 区    分 事 業 費 事 業 概 要 

 
ひょうご小野産業団地整備事業 64,778 周辺整備工事、環境調査等 

 
神 戸 ・ 三 宮 東 再 整 備 事 業 100 再整備事業に係る調査検討費 

 
ひょうご情報公園都市第２期整備事業 541,585 詳細設計等 

 

イ 予算の概要 

(ｱ) 収益的収入及び支出                        （単位：千円） 

区       分 予  算  額 

収   入 

ひょうご小野産業団地整備事業収益 

営 業 外 収 益 

特 別 利 益 

神戸・鈴蘭台西健康福祉拠点整備事業収益 

営 業 収 益 

営 業 外 収 益 

特 別 利 益 

20,032 

32 

20,000 

716 

696 

10 

10 

支   出 

ひょうご小野産業団地整備事業費用 

営 業 費 用 

営 業 外 費 用 

特 別 損 失 

神戸・鈴蘭台西健康福祉拠点整備事業費用 

営 業 費 用 

営 業 外 費 用 

特 別 損 失 

20,020 

20,000 

10 

10 

695 

675 

10 

10 
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(ｲ) 資本的収入及び支出                        （単位：千円） 

区       分 予  算  額 

収   入 

ひょうご小野産業団地整備事業資本的収入 

諸 収 入 

神戸・鈴蘭台西健康福祉拠点整備事業資本的収入 

   固 定 資 産 売 却 代 金 

ひょうご情報公園都市第２期整備事業資本的収入 

諸 収 入 

10 

10 

10 

10 

10 

10 

支   出 

ひょうご小野産業団地整備事業資本的支出 

整 備 費 

企 業 債 償 還 金 

神戸・三宮東再整備事業資本的支出 

整 備 費 

ひ ょ う ご 情 報 公 園 都 市 第 ２ 期 整 備 事 業 資 本 的 支 出 

整 備 費 

予 備 費 

予 備 費 

243,478 

64,778 

178,700 

100 

100 

541,585 

541,585 

50,000 

50,000 
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Ⅶ 病 院 事 業 

(1) 県立病院事業の概要 

  この事業は、県民の健康保持に必要な医療を提供するため、県立13病院を運営している。 

  また、令和５年３月31日現在の県立13病院の診療科目、病床数職員数は第１表、令和４年度における患者数の

状況は第２表、令和４年度における病院別の稼働状況は第３表のとおり。 

第１表 病院別診療科目、病床数及び職員数 

区  分 診 療 科 目 病床数 職員数 

尼崎総合医療

セ ン タ ー 

内 科 

内科 呼吸器内科 消化器内科 循環器内科 小児循環

器内科 腎臓内科 脳神経内科 小児脳神経内科 血液

内科 小児血液・腫瘍内科 糖尿病・内分泌内科 新生児

内科 心療内科 漢方内科 緩和ケア内科 感染症内科 

小児感染症内科 腫瘍内科 

730 1,641 外 科 

外科 頭頸部外科 呼吸器外科 消化器外科 心臓血管

外科 脳神経外科 小児脳神経外科 乳腺外科 小児外

科 整形外科 形成外科 小児形成外科 

上記以外の

診療科目 

精神科 アレルギー科 小児アレルギー科 リウマチ科 

小児科 皮膚科 泌尿器科 産婦人科 眼科 耳鼻咽喉

科 リハビリテーション科 放射線診断科 放射線治療

科 麻酔科 病理診断科 救急科 小児救急科 歯科口

腔外科 

西 宮 病 院 

内 科 
内科 消化器内科 循環器内科 腎臓内科 血液内科 

糖尿病・内分泌内科 腫瘍内科 

400 696 
外 科 

外科 消化器外科 脳神経外科 乳腺外科 整形外科 

形成外科 

上記以外の

診療科目 

リウマチ科 小児科 泌尿器科 産婦人科 眼科 耳鼻

咽喉科 リハビリテーション科 放射線診断科 放射線

治療科 麻酔科 病理診断科 救急科 

加 古 川 医 療 

セ ン タ ー 

内 科 

内科 呼吸器内科 消化器内科 循環器内科 腎臓内科 

脳神経内科 糖尿病・内分泌内科 緩和ケア内科 感染症

内科 

353 647 外 科 
外科 消化器外科 心臓血管外科 脳神経外科 乳腺外

科 整形外科 形成外科 

上記以外の

診療科目 

精神科 リウマチ科 皮膚科 泌尿器科 婦人科 眼科 

耳鼻咽喉科 リハビリテーション科 放射線科 麻酔科 

病理診断科 救急科 

は り ま 姫 路 

総 合 医 療 

セ ン タ ー 

内 科 

内科 呼吸器内科 消化器内科 循環器内科 腎臓内

科 脳神経内科 血液内科 糖尿病・内分泌内科 緩

和ケア内科 感染症内科 腫瘍内科 

736 1,389 
外 科 

外科 呼吸器外科 消化器外科 心臓血管外科 脳神

経外科 乳腺外科 小児外科 整形外科 形成外科 

上記以外の

診療科目 

精神科 リウマチ科 小児科 皮膚科 泌尿器科 産

婦人科 眼科 耳鼻咽喉科・頭頸部外科 リハビリテ

ーション科 放射線診断科 放射線治療科 麻酔科 

病理診断科 救急科 歯科口腔外科 
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区  分 診 療 科 目 病床数 職員数 

丹 波 医 療 

セ ン タ ー 

内  科 

内科 呼吸器内科 消化器内科 循環器内科 腎臓内科 

脳神経内科 血液内科 糖尿病・内分泌内科 緩和ケア内

科 

320 517 外  科 外科 消化器外科 脳神経外科 乳腺外科 整形外科 

上記以外の

診療科目 

リウマチ科 小児科 皮膚科 泌尿器科 産婦人科 眼

科 耳鼻咽喉科 リハビリテーション科 放射線科 麻

酔科 病理診断科 救急科 歯科口腔外科 

淡 路 医 療 

セ ン タ ー 

内 科 
内科 呼吸器内科 消化器内科 循環器内科 脳神経内

科 血液内科 糖尿病・内分泌内科 

441 731 

外 科 
外科 呼吸器外科 消化器外科 心臓血管外科 脳神経

外科 整形外科 形成外科 

上記以外の

診療科目 

精神科 小児科 皮膚科 泌尿器科 産婦人科 眼科 

耳鼻咽喉科 リハビリテーション科 放射線診断科 放

射線治療科 麻酔科 病理診断科 救急科 歯科 歯科

口腔外科 

ひ ょ う ご 

こころの医療

セ ン タ ー 

内 科 内科 

462 276 
外 科 脳神経外科 

上記以外の

診療科目 
精神科 児童思春期精神科 老年精神科 歯科 

こ ど も 病 院 

内 科 
循環器内科 腎臓内科 脳神経内科 血液・腫瘍内科 代

謝・内分泌内科 周産期内科 新生児内科 

290 782 
外 科 

心臓血管外科 脳神経外科 小児外科 整形外科 形成

外科 

上記以外の

診療科目 

精神科 アレルギー科 リウマチ科 小児科 皮膚科 

泌尿器科 産科 眼科 耳鼻咽喉科 リハビリテーショ

ン科 放射線科 麻酔科 病理診断科 救急科 小児歯

科 

がんセンター 

内 科 
呼吸器内科 消化器内科 循環器内科 血液内科 緩和

ケア内科 腫瘍内科 

360 634 
外 科 

頭頸部外科 呼吸器外科 消化器外科 脳神経外科 乳

腺外科 整形外科 形成外科 

上記以外の

診療科目 

精神科 皮膚科 泌尿器科 婦人科 リハビリテーショ

ン科 放射線診断科 放射線治療科 麻酔科 病理診断

科 歯科口腔外科 

粒 子 線 医 療 

セ ン タ ー 
放射線科 50 53 

同 附 属 神 戸 

陽 子 線 

セ ン タ ー 

放射線治療科 小児放射線治療科 麻酔科 0 23 

兵 庫 県 災 害 

医療センター 

内 科 内科 循環器内科 脳神経内科 

30 11 
外 科 外科 心臓血管外科 脳神経外科 整形外科 形成外科 

上記以外の

診療科目 
放射線科 麻酔科 救急科 
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区  分 診 療 科 目 病床数 職員数 

リ ハ ビ リ 

テ ー シ ョ ン 

中 央 病 院 

内 科 内科 循環器内科 脳神経内科 

520 2 
外 科 整形外科 

上記以外の

診療科目 

リウマチ科 小児科 神経小児科 小児精神科 泌尿器

科 眼科 リハビリテーション科 放射線科 麻酔科 

歯科 

リ ハ ビ リ 

テ ー シ ョ ン 

西 播 磨 病 院 

内 科 内科 循環器内科 脳神経内科 

100 1 外 科 整形外科 

上記以外の

診療科目 

精神科 リウマチ科 泌尿器科 眼科 リハビリテーシ

ョン科 歯科 

計  4,792 7,403 

 

 

第２表 患者数の状況 

（単位：人、％）  

区    分 令和３年度 Ａ 令和４年度 Ｂ Ｂ／Ａ×100 

県立 10病院 
延入院患者数 873,793 1,038,167 118.8 

延外来患者数 1,486,997 1,643,201 110.5 

兵庫県災害 延入院患者数 8,370 8,477 101.3 

医療センター 延外来患者数 553 1,047 189.3 

リハビリテー 

ション２病院 

延入院患者数 114,167 117,971 103.3 

延外来患者数 61,138 66,184 108.3 
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第３表 病院別の稼働状況 

（単位：％、円、人／日）  

区    分 令和４年度 

尼 崎 総 合 医 療 

セ ン タ ー 

入院 
病床利用率 83.8 

入院単価 97,289 

外来 
１日あたり外来患者数 1,886 

外来単価 20,866 

西 宮 病 院 

入院 
病床利用率 74.1 

入院単価 70,243 

外来 
１日あたり外来患者数 616 

外来単価 19,999 

加 古 川 医 療 

セ ン タ ー 

入院 
病床利用率 61.7 

入院単価 77,856 

外来 
１日あたり外来患者数 696 

外来単価 21,686 

は り ま 姫 路 

総 合 医 療 

セ ン タ ー 

入院 
病床利用率 77.7 

入院単価 94,908 

外来 
１日あたり外来患者数 818 

外来単価 19,996 

丹 波 医 療 

セ ン タ ー 

入院 
病床利用率 80.2 

入院単価 56,976 

外来 
１日あたり外来患者数 559 

外来単価 16,168 

淡 路 医 療 

セ ン タ ー 

入院 
病床利用率 75.4 

入院単価 77,476 

外来 
１日あたり外来患者数 787 

外来単価 17,165 

ひ ょ う ご 

こ こ ろ の 医 療 

セ ン タ ー 

入院 
病床利用率 59.6 

入院単価 27,861 

外来 
１日あたり外来患者数 203 

外来単価 6,921 
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区    分 令和４年度 

こ ど も 病 院 

入院 
病床利用率 80.5 

入院単価 105,169 

外来 
１日あたり外来患者数 460 

外来単価 17,491 

が ん セ ン タ ー 

入院 
病床利用率 69.1 

入院単価 75,731 

外来 
１日あたり外来患者数 683 

外来単価 56,665 

粒 子 線 医 療 

セ ン タ ー 

入院 
病床利用率 47.8 

入院単価 75,127 

外来 
１日あたり外来患者数 18 

外来単価 56,310 

同 附 属 

神 戸 陽 子 線 

セ ン タ ー 

入院 
病床利用率 ― 

入院単価 ― 

外来 
１日あたり外来患者数 37 

外来単価 64,267 

兵庫県災害医療 

セ ン タ ー 

入院 
病床利用率 77.4 

入院単価 178,717 

外来 
１日あたり外来患者数 3 

外来単価 94,349 

リハビリテーション 

中 央 病 院 

入院 
病床利用率 72.5 

入院単価 39,935 

外来 
１日あたり外来患者数 234 

外来単価 17,214 

リハビリテーション 

西 播 磨 病 院 

入院 
病床利用率 84.1 

入院単価 39,197 

外来 
１日あたり外来患者数 38 

外来単価 35,208 
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(2) 経理の状況 

収益的収入及び支出並びに資本的収入及び支出の予算の執行は、第４表のとおり。 

 

第４表 予算の執行状況 

 (ｱ) 収益的収入及び支出 

  ａ 収   入 

（単位：千円、％） 

区  分 予算現額 Ａ 執 行 額 Ｂ Ｂ／Ａ×100 

第１款 県 立 病 院 事 業 収 益 161,222,662 161,538,863 100.2 

 第１項 医 業 収 益 124,951,153 125,362,805 100.3 

 第２項 医 業 外 収 益 33,960,314 33,868,806 99.7 

 第３項 特 別 利 益 2,311,195 2,307,252 99.8 

第２款 兵庫県災害医療センター事業収益 837,174 838,142 100.1 

 第１項 医 業 外 収 益 837,074 838,142 100.1 

 第２項 特 別 利 益 100 0 0.0 

第３款 リハビリテーション病院事業収益 1,059,405 1,061,881 100.2 

 第１項 医 業 外 収 益 1,059,305 1,061,880 100.2 

 第２項 特 別 利 益 100 1 1.0 

※ 執行額については千円未満を四捨五入のため、項の合計額と款の額が一致しない場合がある。 

 

  ｂ 支   出 

（単位：千円、％） 

区  分 
予 算 現 額 

執行額 Ｂ Ｂ／Ａ×100 
現計予算額 繰越事業費 計 Ａ 

第１款 県立病院事業費用 171,146,452 1,622,126 172,768,578 170,078,643 98.4 

 第１項 医 業 費 用 162,293,440 0 162,293,440 159,986,471 98.6 

 第２項 医 業 外 費 用 2,315,494 0 2,315,494 2,220,784 95.9 

第３項 特 別 損 失 6,537,518 1,622,126 8,159,644 7,871,389 96.5 

第２款 兵庫県災害医療センター事業費用 837,174 0 837,174 838,141 100.1 

 第１項 医 業 費 用 800,307 0 800,307 801,527 100.2 

 第２項 医 業 外 費 用 36,767 0 36,767 36,615 99.6 

第３項 特 別 損 失 100 0 100 0 0.0 

第３款 リハビリテーション病院事業費用 1,059,405 0 1,059,405 1,061,881 100.2 

 第１項 医 業 費 用 1,020,747 0 1,020,747 1,023,432 100.3 

 第２項 医 業 外 費 用 38,558 0 38,558 38,449 99.7 

第３項 特 別 損 失 100 0 100 0 0.0 

※ 執行額については千円未満を四捨五入のため、項の合計額と款の額が一致しない場合がある。 
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 (ｲ) 資本的収入及び支出 

  ａ 収   入 

（単位：千円、％） 

区  分 
予 算 現 額 

執行額 Ｂ Ｂ／Ａ×100 
現計予算額 繰越事業費 計 Ａ 

第１款 資 本 的 収 入 17,990,444 5,260,300 23,250,744 20,147,587 86.7 

第１項 企 業 債 10,168,000 5,260,300 15,428,300 12,343,100 80.0 

第２項 出 資 金 189 0 189 189 100.0 

第３項 負 担 金 7,240,463 0 7,240,463 7,240,463 100.0 

第４項 補 助 金 469,653 0 469,653 442,750 94.3 

第５項 国 庫 補 助 金 15,565 0 15,565 18,999 122.1 

第６項 固定資産売却収入 28,541 0 28,541 28,541 100.0 

第７項 投資返還金収入 57,326 0 57,326 57,957 101.1 

第８項 寄 附 金 7,054 0 7,054 11,956 169.5 

第９項 諸 収 入 3,653 0 3,653 3,632 99.4 

※ 執行額については千円未満を四捨五入のため、項の合計額と款の額が一致しない場合がある。 

 

  ｂ 支   出 

（単位：千円、％） 

区  分 
予 算 現 額 

執行額 Ｂ Ｂ／Ａ×100 
現計予算額 繰越事業費 計 Ａ 

第１款 資 本 的 支 出 21,056,023 5,261,888 26,317,911 23,615,633 89.7 

第１項 建 設 改 良 費 10,708,701 5,261,888 15,970,589 13,313,099 83.4 

第２項 企 業 債 償 還 金 10,166,092  10,166,092 10,166,091 100.0 

第３項 投 資 181,230  181,230 136,443 75.3 

※ 執行額については千円未満を四捨五入のため、項の合計額と款の額が一致しない場合がある。 

 

(3) 企業債、他会計借入金及び一時借入金の現在高 

  令和５年３月31日の現在高は、第５表のとおり。 

 

第５表 企業債等の現在高 

（単位：千円）  

区  分 
前年度末残高 

（R４.３.31） 

期 中 増 減 期末現在高 

（R５.３.31） 借 入 返 済 

企 業 債 150,186,130 17,363,300 10,166,091 157,383,339 

一 時 借 入 金 0 33,800,000 33,800,000 0 
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(4) 令和５年度の事業及び予算の概要 

 ア 業務の予定量（県立13病院） 

  (ｱ) 延入院患者数                 1,296,149人 

  (ｲ) 延外来患者数                 1,833,868人 

 

 イ 主な建設改良工事 

(ｱ) 県立西宮総合医療センター(仮称)整備事業       15,452,844千円 

(ｲ) 県立がんセンター建替整備事業                           9,500,905千円 

 

 ウ 予算の概要 

  (ｱ) 収益的収入及び支出 

                              （単位：千円） 

区          分 予 算 額 

収   入 

県 立 病 院 事 業 収 益 167,797,283 

医 業 収 益 137,947,849 

医 業 外 収 益 29,795,687 

特 別 利 益 53,747 

兵庫県災害医療センター事業収益 853,471 

医 業 外 収 益 853,371 

特 別 利 益 100 

リハビリテーション病院事業収益 1,105,368 

医 業 外 収 益 1,105,268 

特 別 利 益 100 

支   出 

県 立 病 院 事 業 費 用 170,856,841 

医 業 費 用 167,984,716 

医 業 外 費 用 2,225,633 

特 別 損 失 646,492 

兵庫県災害医療センター事業費用 853,471 

医 業 費 用 818,402 

医 業 外 費 用 34,969 

特 別 損 失 100 

リハビリテーション病院事業費用 1,105,368 

医 業 費 用 1,058,480 

医 業 外 費 用 46,788 

特 別 損 失 100 
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   (ｲ) 資本的収入及び支出 

                             （単位：千円）   

区          分 予 算 額 

収   入 

資 本 的 収 入 40,589,284 

企 業 債 32,664,300 

出 資 金 134 

負 担 金 6,965,650 

補 助 金  950,000 

国 庫 補 助 金 1 

固 定 資 産 売 却 収 入 1 

投 資 返 還 金 収 入 9,196 

寄 附 金 1 

諸 収 入 1 

支   出 

資 本 的 支 出 45,452,809 

建 設 改 良 費 33,630,852 

企 業 債 償 還 金 11,519,867 

投 資 302,090 
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Ⅷ 流 域 下 水 道 事 業 

 

(1) 事業の概要 

この事業は、阪神・播磨地域における公衆衛生の向上と水質の保全を図るため、猪名川、武庫川（上流、下流）、

加古川（上流、下流）及び揖保川の４流域６処理区で、流域下水道事業を推進するものである。また、流域下水

道と公共下水道から発生する汚泥を集約的に処理するため、流域下水汚泥処理事業を兵庫東及び兵庫西地区で実

施するものである。 

なお、流域下水道事業及び流域下水汚泥処理事業の計画処理人口等は第１表及び第２表のとおり。また、令和

４年度の主な建設改良費の執行状況は第３表のとおり。 

 

第 １ 表 流域下水道事業別の計画処理人口、令和４年度末整備済処理能力等 

流域下水道 

事業名 
対象市町 供用開始年 

計画 

処理人口 

（千人） 

R４年度末整備済 

処理能力 

（㎥/日） 

R４年度年間 

処理水量 

（千㎥） 

猪 名 川 

尼崎市、伊丹市、 

宝塚市、川西市、 

猪名川町 

昭和41年 364.4 223,560 59,372 

武庫川上流 
神戸市、西宮市、 

三田市 
昭和60年 211.4 100,000 24,430 

武庫川下流 
尼崎市、西宮市、 

伊丹市、宝塚市 
昭和51年 629.1 357,000 94,842 

加古川上流 

神戸市、西脇市、 

三木市、小野市 

加西市、加東市 

平成２年 201.5 108,000 27,583 

加古川下流 
加古川市、高砂市、 

稲美町、播磨町 
平成４年 300.7 159,900 42,795 

揖 保 川 
姫路市、たつの市、 

宍粟市、太子町 
昭和63年 160.0 106,750 27,673 

 

第 ２ 表 流域下水汚泥処理事業別の計画処理人口、令和４年度末整備済処理能力等 

流域下水

汚泥処理

事業名 

対象処理場 
供 用 

開始年 

計画 

処理人口 

（千人） 

R４年度末整備済 

処理能力 

（t/日） 

R４年度年間 

汚泥処理量 

（ｔ） 

兵庫東 

兵庫県（武庫川上流、下流） 

尼崎市（東部、北部） 

西宮市（鳴尾浜、甲子園浜、枝川） 

芦屋市（芦屋、南芦屋浜） 

平成元年 1,537.5 200t/日×３基 123,141 

兵庫西 

兵庫県（揖保川） 

姫路市（東部、中部、福井、 

大塩、高木、四郷） 

たつの市（松原） 

太子町（太子） 

平成元年 555.4 145t/日×２基  83,242 
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第 ３ 表 主な建設改良事業の執行状況 

 

区  分 事 業 費 事 業 概 要 

 
 

 

建設改良費 

 

千円 

 

12,378,357 
武庫川下流 ４系反応槽機械設備改築工事 

兵 庫 東 汚泥処理施設改築工事 等 

 

(2) 経理の状況 

当期の収益的収入及び支出、資本的収入及び支出の予算執行状況は、第４表のとおり。 

 

第 ４ 表  予算の執行状況 

１ 収益的収入及び支出 

(1) 収   入 

（単位：千円、％） 

 
区 分 予 算 現 額 

 

Ａ 
執 行 額 

 

Ｂ 
Ｂ/Ａ×100  

 第１款 流域下水道事業収益 31,743,320 30,348,655 95.6  

 第１項  営 業 収 益 15,155,601 13,735,112 90.6  

 第２項  営 業 外 収 益 15,519,791 15,641,930 100.8  

 第３項  特 別 利 益 1,067,928 971,613 91.0  

 

 

(2) 支   出 

（単位：千円、％） 

 
区 分 予 算 現 額 

 

Ａ 
執 行 額 

 

Ｂ 
Ｂ/Ａ×100  

 第１款 流 域 下 水 道 事 業 費 用 30,878,546 29,391,748 95.2  

 第１項  営 業 費 用 29,859,083 28,503,665 95.5  

 第２項 営 業 外 費 用 1,019,463 888,083 87.1  
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２ 資本的収入及び支出 

(1) 収   入 

（単位：千円、％） 

 

区     分 

予 算 現 額 
執  行  額 

Ｂ 

Ｂ/Ａ 

×100 

 

現計予算額 繰越事業費   計 
Ａ 

 第１款 資 本 的 収 入 17,964,495 10,416,945 28,381,440 16,834,909 59.3  

 第１項  企 業 債 4,257,500 3,092,500  7,350,000 3,367,800 45.8  

 第２項  補 助 金 11,853,039 7,313,509 19,166,548 11,602,193 60.5  

 第３項 負 担 金 等 1,840,500 10,936 1,851,436 1,851,453 100.0  

第４項 諸 収 入 13,456 0 13,456 13,463 100.1 

 

 (2) 支   出 

（単位：千円、％） 

 

区     分 

予 算 現 額 
執 行 額 

Ｂ 

Ｂ/Ａ 

×100 

 

現計予算額 繰越事業費   計 
Ａ 

 第１款 資 本 的 支 出 18,041,464 12,084,482 30,125,946 17,175,444 57.0  

 第１項  建 設 改 良 費 13,206,628 12,084,482 25,291,110 12,378,357 48.9  

 第２項 企 業 債 償 還 金 4,751,750 0 4,751,750 4,751,750 100.0  

 第３項 市町負担金返還金 83,086 0 83,086 45,337 54.6  

 

(3) 企業債及び一時借入金の現在高 

  令和５年３月31日現在高は、第５表のとおり。 

    なお、令和５年３月31日現在、一時借入金はなし。 

 

第 ５ 表 企業債の現在高 

（単位：千円） 

 
区 分 

前年度末残高 

（R4.3.31） 

期 中 増 減 期 末 現 在 高 

（ R 5 . 3 . 3 1 ） 

 

 借 入 返 済  

 企 業 債 65,913,946 3,367,800 4,751,750 64,529,996  
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(4) 令和５年度の事業及び予算の概要 

ア 業務の予定量 

   (ｱ) 年 間 処 理 水 量  296,699,924立方メートル 

   (ｲ) １日平均処理量  810,655立方メートル 

  (ｳ) 主要な建設事業 

       施 設 改 良 工 事  23,911,488千円   兵庫東流域下水汚泥広域処理場 汚泥処理施設改築工事等を

実施することとしている。 

 

イ 予算の概要 

  (ｱ) 収益的収入及び支出 

（単位：千円） 

区 分 予 算 額 

収 入 

流 域 下 水 道 事 業 収 益 31,431,962 

営 業 収 益 15,003,180 

営 業 外 収 益 15,717,694 

特 別 利 益 711,088 

支 出 

流 域 下 水 道 事 業 費 用 30,720,874 

営 業 費 用 29,697,849 

営 業 外 費 用 1,023,025 

 

  (ｲ) 資本的収入及び支出 

（単位：千円） 

区 分 予 算 額 

収 入 

資 本 的 収 入 

企 業 債 

補 助 金 

負 担 金 等 

諸 収 入 

28,369,260 

8,073,200 

18,090,931 

2,205,127 

2 

支 出 

資 本 的 支 出 

建 設 改 良 費 

企 業 債 償 還 金 

28,369,260 

23,911,488 

4,457,772 

 

 


